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はじめに 

会員の皆様、いつも本協議会の活動にご尽力いただきまして、心より感謝申し上げます。 
2025 年、日本訪問看護認定看護師協議会は法人第 12 期を迎えました。2009 年 8 月、全国各地で活躍

していた訪問看護認定看護師約 100 名の先輩方が、ネットワーク構築と質の向上を目指し設立した本協
議会は、2014 年 10 月に一般社団法人化し、現在では訪問看護・在宅ケア認定看護師登録者の約半数が
入会する大きな組織となりました。 

2025 年は、社会全体が大きな変化を迎えた一年でした。被災地の復興と地域医療の再構築が進む中、
私たち訪問看護認定看護師も現地支援や情報共有を通じて、災害時における看護の重要性を再認識いた
しました。また、同年春には大阪・関⻄万博が開幕し、医療・福祉分野においても新たな技術やサービ
スが注目される機会となりました。多くの会員が関⻄万博に来阪されたと伺い、その盛り上がりのよう
に、本協議会もさらに発展していきたいと願っております。先輩方から受け継いだバトンを確実に後世
へ引き継ぐことを視野に入れながら、本協議会のメンバーであって良かったと思える組織であり続けら
れるよう、会員の皆様の声を真摯に受け止め、今後も邁進してまいります。 

そして、団塊の世代が後期高齢者となり、わが国は本格的な高齢化社会を迎えています。地域で最期ま
で暮らしたいという思いを支える在宅ケアの役割は、これまで以上に重要性を増しています。特に「看
取り」の場面において、訪問看護師が果たす役割は大きく、利用者やご家族が安心して自宅で最期を迎
えられるよう、専門的な知識と温かな支援が求められています。私たちは、地域の多職種と連携しなが
ら、本人・ご家族との信頼関係を築き、社会的規範への配慮も忘れず、看取りの現場で寄り添う看護を
実践してまいります。そして、一人でも多くの訪問看護師がそのスキルを身につけられるよう、本協議
会としてできることを共に考え、地域で働く看護師のエンパワメントを高める実践にも取り組んでまい
ります。 

本協議会は、そのネットワークを活かし、災害対応や地域包括ケアの推進、新しい医療技術への対応な
ど、時代の変化に挑戦し続けております。2026 年も、子どもから高齢者まで、すべてのいのちに愛をも
って向き合い、地域で最期まで暮らし続けたいという願いを支える訪問看護師の育成に力を注いでまい
ります。 

最後に、本事業を完遂するに至るまで、公益財団法人日本財団より 10 年の⻑きにわたる多大なるご支
援を賜りましたことに、心より感謝申し上げます。ご支援のもと築いた礎を大切にしつつ、これからも
会員と共に発展してまいります。 

また、私どもの活動を応援いただいた公益財団法人日本訪問看護財団をはじめとする関係各位の皆様に
深く謝意を表するとともに、今後ますますのご発展を祈念し、挨拶とさせていただきます。 

 
2026 年 3 月吉日 

 
 

一般社団法人 日本訪問看護認定看護師協議会 
代表理事 大橋奈美 
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１. 事業の目的 

平成 4 年の老人訪問看護制度発足以降、在宅での医療ニーズは拡大し、0 歳から 100 歳超への様々な年
代、難病、精神疾患、先天性疾患など多様な支援が必要となった。 

現在の日本の医療政策では、急性期が過ぎて症状が安定した患者は在宅療養生活への移行を推進してい
るため、更なる拡大が予測される。患者や家族が自宅に戻った場合、介護保険制度等の利用も促進され
ているが、患者本人や家族が担う役割も多い。しかし、利用者の高齢化、独居世帯の増加などから患者
本人や家族が担いきれない状況もある。また、地域の在宅医療資源や質の格差が生じ対応できず、施設
での生活も、望まない施設での生活を余儀なくされている現状がある。 

このような背景から、以下のとおり目標を設定した。 
 
中⻑期目的 ※3 年後 
 ブロック活動を通じて個々の質向上を図り、地域で基幹的な役割を担うことができる 
 地域に旬な情報発信を行い、地域の訪問看護師や事業所の質向上を図り格差を是正できる 
 地域住⺠へ在宅療養に関する情報発信を行い、地域全体で住⺠生活の支援ができる 
 2026 年度で会員数 571 名を目指す。 

最終目的 
多くの人が「住みなれた場所・地域」で心豊かに生活が継続でき、人生最期の時まで自身の望んだ

場所で過ごすことができる社会を目指す。そのために医療・看護・介護従事者、住⺠、自治体が連
携し在宅看取りも選択できる社会となることを目的とする。 

 
 

２. 事業内容と目標 

（１）自己研鑽活動 
① ブロック活動支援 

〔内容〕全国 9 ブロックごとに自己研鑽を目的とした活動の実施 
〔目標〕活動実施報告書作成・アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

② 総会及び同時開催研修会・交流会 
〔内容〕協議会会員が一堂に会する場を年 2 回設け、認定看護師更新審査に関する情報提供や資質

向上を目的とした研修会などを実施するとともに、会員内での交流をはかる 
〔目標〕全体での研修会、交流会の実施・参加者アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

（２）地域貢献活動 
① 訪問看護事業所の運営改善相談活動・多機能化サポート活動 

事業名  訪問看護認定看護師による在宅ケア・在宅看取り活動の推進 
〔内容〕全国の訪問看護従事者を対象とした、訪問看護ステーション運営等に関するミニ講座と座

談会の実施 
〔目標〕参加者 20 名・参加者アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

② 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 
〔内容〕全国の訪問看護従事者を対象とした、訪問看護ステーションの BCP 作成支援の実施 
〔目標〕参加事業所 3 か所・参加者アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

③ メール相談活動 
〔内容〕全国の訪問看護ステーション管理者を対象とした、訪問看護ステーション運営に関する相

談の実施 
〔目標〕相談件数 5 件 

④ 報酬改定に向けた活動 
〔内容〕次の報酬改定に向け、昨年度検討したテーマに沿った会員調査の実施及び意見書の作成 
〔目標〕調査実施、意見書の提出 

（３）組織・広報力の強化 
〔内容〕ホームページや Facebook による情報発信。事業報告書の制作・配布。理事会を年 3 回、

理事ブロック⻑合同会議を年 2 回実施する。入会促進 PR を行う。 
〔目標〕ホームページでの活動報告書の公開。事業報告書の制作。2025 年度訪問看護及び在宅ケ

ア認定看護師合格者の 8 割入会 
 

以上の活動によって、訪問看護認定看護師及び在宅ケア認定看護師の社会的意義を高め、地域包括ケア
システムの構築に貢献できる人材となり、結果、地域住⺠がその人らしく最期まで暮らせる社会の構築
に寄与する。 

 
 

３. 事業のスケジュール 

本事業は、以下のスケジュールで行った 
 月 日 内  容 ﾌﾞﾛｯｸ 開催方法 

2025 

4 
17 ブロック会議 近畿 Zoom 
21 臨時理事会 ― Zoom 
28 ブロック会議 南関東 Zoom 

5 

10 第 1 回理事会 ― Zoom 
14 ブロック会議 東海北陸 Zoom 

17 
交流会 

南関東 Zoom 
ブロック会議 

29 ブロック会議 九州 Zoom 

－2－
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6 
15 ブロック会議 南関東 Zoom 
25 ブロック⻑会議 ブロック活動 Zoom 
29 ブロック会議 北関東 Zoom 

7 

11 担当理事会議 メール相談 Zoom 
17 ブロック会議 九州 Zoom 
24 講師打合せ 東海北陸 対面 
26 研修会 南関東 Zoom 
31 ブロック会議 南関東 Zoom 

8 

6 ブロック会議 東海北陸 Zoom 
26 ブロック会議 九州 Zoom 

30 
交流会 

近畿 Zoom 
ブロック会議 

9 

4 第 1 回運営会議 BCP 支援 Zoom 
10 第 2 回理事会 ― Zoom 

20 
交流会 南関東 Zoom 
講師打合せ 九州 Zoom 

26 ブロック会議 南関東 Zoom 
28 ブロック会議 中四国 Zoom 

10 

2 第 2 回運営会議 BCP 支援 Zoom 
4 ブロック会議 中四国 Zoom 
5 ブロック会議 東海北陸 Zoom 

13 ブロック会議 北関東 Zoom 
14 第 1 回運営会議 ミニ講座 Zoom 
21 臨時理事会 ― Zoom 
23 第 3 回運営会議 BCP 支援 Zoom 

25 
研修会 

東海北陸 Zoom 
ブロック会議 

28 第 1 回運営会議 政策提言 Zoom 
30 ブロック会議 九州 Zoom 

11 

1 
交流会 

南関東 Zoom 
ブロック会議 

19 ブロック会議 東海北陸 Zoom 
25 第 2 回運営会議 政策提言 Zoom 
27 第 4 回運営会議 BCP 支援 Zoom 

12 
3 ブロック会議 東海北陸 Zoom 
5 第 2 回運営会議   ミニ講座 Zoom 
6 ブロック会議 南関東 Zoom 

10 担当理事会議 ブロック活動 Zoom 
11 ブロック会議 九州 Zoom 

13 
ミニ講座＆座談会 

ミニ講座 Zoom 
第 3 回運営会議   

23 第 3 回運営会議 政策提言 Zoom 
24 ブロック会議 東海北陸 Zoom 

2026 

1 

11 第 5 回運営会議 BCP 支援 Zoom 
15 研修会 中四国 Zoom 
16 臨時理事会 ― Zoom 

17 
研修会 

南関東 Zoom 
ブロック会議 

20 ブロック会議 九州 Zoom 
23 リハーサル 九州 対面 

24 
ブロック会議 東海北陸 Zoom 
研修会 

九州 
南風町⽴中央公⺠館 
（ハイブリッド開催） ブロック会議 

27 第 4 回運営会議 政策提言 Zoom 

24 
BCP を動かす第一歩！ 
訪問看護から広げる地域連携 

BCP 支援 Zoom 

31 

BCP を動かす第一歩！ 
訪問看護から広げる地域連携 BCP 支援 Zoom 
第 5 回運営会議 
交流会 

東海北陸 Zoom 
ブロック会議 

2 

7 交流会 北関東 Zoom 
14 交流会 南関東 Zoom 
25 ブロック会議 関東 Zoom 

28 
研修会（予定） 

関東 Zoom 
ブロック会議（予定） 

3 

7 
第 3 回理事会（予定） 

― Zoom 
理事・ブロック⻑合同会議（予定） 

17 第 5 回運営会議（予定） 政策提言 Zoom 

未定 
ブロック会議（予定） 北関東 Zoom 
ブロック会議（予定） 中四国 Zoom 

※開催方法についてはその時の状況によるが、オンライン開催を基本とした 
※2 月 27 日時点での取りまとめのため、それ以降については予定 
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6 
15 ブロック会議 南関東 Zoom 
25 ブロック⻑会議 ブロック活動 Zoom 
29 ブロック会議 北関東 Zoom 

7 

11 担当理事会議 メール相談 Zoom 
17 ブロック会議 九州 Zoom 
24 講師打合せ 東海北陸 対面 
26 研修会 南関東 Zoom 
31 ブロック会議 南関東 Zoom 

8 

6 ブロック会議 東海北陸 Zoom 
26 ブロック会議 九州 Zoom 

30 
交流会 

近畿 Zoom 
ブロック会議 

9 

4 第 1 回運営会議 BCP 支援 Zoom 
10 第 2 回理事会 ― Zoom 

20 
交流会 南関東 Zoom 
講師打合せ 九州 Zoom 

26 ブロック会議 南関東 Zoom 
28 ブロック会議 中四国 Zoom 

10 

2 第 2 回運営会議 BCP 支援 Zoom 
4 ブロック会議 中四国 Zoom 
5 ブロック会議 東海北陸 Zoom 

13 ブロック会議 北関東 Zoom 
14 第 1 回運営会議 ミニ講座 Zoom 
21 臨時理事会 ― Zoom 
23 第 3 回運営会議 BCP 支援 Zoom 

25 
研修会 

東海北陸 Zoom 
ブロック会議 

28 第 1 回運営会議 政策提言 Zoom 
30 ブロック会議 九州 Zoom 

11 

1 
交流会 

南関東 Zoom 
ブロック会議 

19 ブロック会議 東海北陸 Zoom 
25 第 2 回運営会議 政策提言 Zoom 
27 第 4 回運営会議 BCP 支援 Zoom 

12 
3 ブロック会議 東海北陸 Zoom 
5 第 2 回運営会議   ミニ講座 Zoom 
6 ブロック会議 南関東 Zoom 

10 担当理事会議 ブロック活動 Zoom 
11 ブロック会議 九州 Zoom 

13 
ミニ講座＆座談会 

ミニ講座 Zoom 
第 3 回運営会議   

23 第 3 回運営会議 政策提言 Zoom 
24 ブロック会議 東海北陸 Zoom 

2026 

1 

11 第 5 回運営会議 BCP 支援 Zoom 
15 研修会 中四国 Zoom 
16 臨時理事会 ― Zoom 

17 
研修会 

南関東 Zoom 
ブロック会議 

20 ブロック会議 九州 Zoom 
23 リハーサル 九州 対面 

24 
ブロック会議 東海北陸 Zoom 
研修会 

九州 
南風町⽴中央公⺠館 
（ハイブリッド開催） ブロック会議 

27 第 4 回運営会議 政策提言 Zoom 

24 
BCP を動かす第一歩！ 
訪問看護から広げる地域連携 

BCP 支援 Zoom 

31 

BCP を動かす第一歩！ 
訪問看護から広げる地域連携 BCP 支援 Zoom 
第 5 回運営会議 
交流会 

東海北陸 Zoom 
ブロック会議 

2 

7 交流会 北関東 Zoom 
14 交流会 南関東 Zoom 
25 ブロック会議 関東 Zoom 

28 
研修会（予定） 

関東 Zoom 
ブロック会議（予定） 

3 

7 
第 3 回理事会（予定） 

― Zoom 
理事・ブロック⻑合同会議（予定） 

17 第 5 回運営会議（予定） 政策提言 Zoom 

未定 
ブロック会議（予定） 北関東 Zoom 
ブロック会議（予定） 中四国 Zoom 

※開催方法についてはその時の状況によるが、オンライン開催を基本とした 
※2 月 27 日時点での取りまとめのため、それ以降については予定 
 

－5－

217876-事業報告2025年度_本文.indd   5217876-事業報告2025年度_本文.indd   5 2026/03/23   16:01:482026/03/23   16:01:48



	 事業の活動報告

217876-事業報告2025年度_本文.indd   6217876-事業報告2025年度_本文.indd   6 2026/03/23   16:01:482026/03/23   16:01:48



第
２
章　

事
業
の
活
動
報
告

第 章

1　ブロック活動

　　１）北海道ブロック

　　２）東北ブロック

　　３）北関東ブロック

　　４）関東ブロック

　　５）南関東ブロック

　　６）東海北陸ブロック

　　７）近畿ブロック

　　８）中四国ブロック

　　９）九州ブロック

2　総会及び同時開催研修会・交流会

　　１）総会及び同時開催研修会

　　２）交流会 2025

3　地域貢献活動

　　１）訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート

　　２）訪問看護ステーションのBCP作成支援

　　３）メール相談

4　報酬改定に向けた活動

	 事業の活動報告2
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２） 東北ブロック (ブロック⻑：平澤利恵⼦氏) 

正会員数 6 名 
 
 
 
 
 

（１） 年間活動実績 
LINE 上で現状や共通の困りごとなどの共有をした。その中で、テーマを決めて現地開催を目指

し話し合いを行った。多様な活動を共有する会を開催する予定だったが、日程の調整がつかず、ま
た豪雨や⻘森の地震、熊被害、新型コロナウィルスやインフルエンザの流行などがあり、具体的に
開催できなかった。 

 
（２） 活動を通して 

東北ブロック会員は、少人数が 400Km 離れた区域に点在しており、具体的なブロック活動は、
結果として行えなかった。しかし LINE やメールのやり取りや、協議会からの情報共有は継続して
行うことが出来た。同じ東北で頑張っている仲間として繋がっている意識は変わらない。今後、新
たな協議会の会員活動の在り方を踏まえ、ブロックのネットワークは保持していきたい。 

 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開しております。二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
 
 
 

  

ブロック地図入れます 

１. ブロック活動 
１） 北海道ブロック (ブロック⻑：池田ひろみ氏) 

正会員数 6 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

集合研修を予定していたが、大雨や地震、雪害等により、交通規制が行われ、移動することがで
きない、もしくは、集合研修場所から帰省することが困難な状況が予測されることが多く、集合研
修を実施することができなかった。そのため、2025 年の活動は実施できなかった。 

少ない人数での開催のため、できるだけ全員参加という思いもあり、それが、開催時期の決定や
修正を更に困難なものとしてしまったこと、また、今回、Zoom を利用しての研修を企画したこと
のないものが、担当者となったことで、集合研修から Zoom への研修に移行できなかったことなど
も、開催できなかった理由として挙げられる。 

（２） 活動を通して 
コロナ禍以降、Zoom での研修や会議を行っていたため、集合研修という形を今回採用したが、

自然災害等で、容易の JR や飛行機の運休なども多く、安全に移動を確保することが難しく、改め
て北海道の広さを感じた。 

各会員が活動している場所は、2 名の訪問看護認定看護師がいる札幌よりそれぞれ、250〜300 ㎞
と離れていることもあり、今後も集合研修を企画することは難しいと感じた。 

 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開しております。二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
 
  

ブロック地図入れます 

北海道ブロック

北海道

－8－

217876-事業報告2025年度_本文.indd   8217876-事業報告2025年度_本文.indd   8 2026/03/23   16:01:482026/03/23   16:01:48



 
２） 東北ブロック (ブロック⻑：平澤利恵⼦氏) 

正会員数 6 名 
 
 
 
 
 

（１） 年間活動実績 
LINE 上で現状や共通の困りごとなどの共有をした。その中で、テーマを決めて現地開催を目指

し話し合いを行った。多様な活動を共有する会を開催する予定だったが、日程の調整がつかず、ま
た豪雨や⻘森の地震、熊被害、新型コロナウィルスやインフルエンザの流行などがあり、具体的に
開催できなかった。 

 
（２） 活動を通して 

東北ブロック会員は、少人数が 400Km 離れた区域に点在しており、具体的なブロック活動は、
結果として行えなかった。しかし LINE やメールのやり取りや、協議会からの情報共有は継続して
行うことが出来た。同じ東北で頑張っている仲間として繋がっている意識は変わらない。今後、新
たな協議会の会員活動の在り方を踏まえ、ブロックのネットワークは保持していきたい。 

 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開しております。二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
 
 
 

  

ブロック地図入れます 

１. ブロック活動 
１） 北海道ブロック (ブロック⻑：池田ひろみ氏) 

正会員数 6 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

集合研修を予定していたが、大雨や地震、雪害等により、交通規制が行われ、移動することがで
きない、もしくは、集合研修場所から帰省することが困難な状況が予測されることが多く、集合研
修を実施することができなかった。そのため、2025 年の活動は実施できなかった。 

少ない人数での開催のため、できるだけ全員参加という思いもあり、それが、開催時期の決定や
修正を更に困難なものとしてしまったこと、また、今回、Zoom を利用しての研修を企画したこと
のないものが、担当者となったことで、集合研修から Zoom への研修に移行できなかったことなど
も、開催できなかった理由として挙げられる。 

（２） 活動を通して 
コロナ禍以降、Zoom での研修や会議を行っていたため、集合研修という形を今回採用したが、

自然災害等で、容易の JR や飛行機の運休なども多く、安全に移動を確保することが難しく、改め
て北海道の広さを感じた。 

各会員が活動している場所は、2 名の訪問看護認定看護師がいる札幌よりそれぞれ、250〜300 ㎞
と離れていることもあり、今後も集合研修を企画することは難しいと感じた。 

 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開しております。二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
 
  

ブロック地図入れます 

青森

岩手

秋田

山形 宮城

福島

東北ブロック
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３） 北関東ブロック (ブロック⻑：⻄⼭めぐみ氏) 

正会員数 32 名 
 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
６月 29 日(日) 

会議 第 1 回ブロック会議 
・ブロック役員顔合わせ、引継ぎ 
・年間計画の策定、活動に関する意見交換 
・会員の活動状況等情報共有 

8 名 

10 月 13 日(月) 会議 第 2 回ブロック会議 
・交流会のテーマ検討 
・次年度の活動内容の検討 
・会員の活動状況等情報共有 

13 名 

2 月 7 日（土） 交流会 情報提供とグループワーク「認知症を持つ高齢がん
患者の意思決定支援に関する課題を考えよう」 

9 名 

3 月 会議（予定） 第 3 回ブロック会議 
・今年度の振り返り 
・引継ぎ 

 

（２） 活動を通して 
北関東ブロックは、ぜひ参集しブロック内の交流を活発にしたいという会員の要望があったが、

実現には至らず、今年度もすべての活動が Zoom を活用した Web 開催となった。しかし、定例会
議では、各自の活動状況や実践上の課題を共有し活発なディスカッションが行われ、どの会議も有
意義な情報交換の場となっていた。 

ブロック交流会「認知症をもつ高齢がん患者の意思決定支援に関する課題を考えよう」では、各
自の実践や経験を振り返る機会となり、認定看護師としての今後の活動を改めて考える機会を得る
ことができたという感想が多く寄せられ、ブロック交流会として適切なテーマであったと考える。 

北関東ブロックは、ここ数年の傾向として、ブロック活動に参加する会員が限られていること、
千葉県以外の県の会員数が数名であり地域の偏りが大きいこと等から、活発な活動に繋がらないこ
とが課題である。地域の仲間として交流機会を多く持ち、活動の輪を広げていきたい。 

 
 

ブロック地図入れます 

 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで
公開しております。二次元コード
を読取り、ぜひご覧ください 

 
  

茨城

千葉

栃木
群馬 北関東ブロック

新潟
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３） 北関東ブロック (ブロック⻑：⻄⼭めぐみ氏) 

正会員数 32 名 
 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
６月 29 日(日) 

会議 第 1 回ブロック会議 
・ブロック役員顔合わせ、引継ぎ 
・年間計画の策定、活動に関する意見交換 
・会員の活動状況等情報共有 

8 名 

10 月 13 日(月) 会議 第 2 回ブロック会議 
・交流会のテーマ検討 
・次年度の活動内容の検討 
・会員の活動状況等情報共有 

13 名 

2 月 7 日（土） 交流会 情報提供とグループワーク「認知症を持つ高齢がん
患者の意思決定支援に関する課題を考えよう」 

9 名 

3 月 会議（予定） 第 3 回ブロック会議 
・今年度の振り返り 
・引継ぎ 

 

（２） 活動を通して 
北関東ブロックは、ぜひ参集しブロック内の交流を活発にしたいという会員の要望があったが、

実現には至らず、今年度もすべての活動が Zoom を活用した Web 開催となった。しかし、定例会
議では、各自の活動状況や実践上の課題を共有し活発なディスカッションが行われ、どの会議も有
意義な情報交換の場となっていた。 

ブロック交流会「認知症をもつ高齢がん患者の意思決定支援に関する課題を考えよう」では、各
自の実践や経験を振り返る機会となり、認定看護師としての今後の活動を改めて考える機会を得る
ことができたという感想が多く寄せられ、ブロック交流会として適切なテーマであったと考える。 

北関東ブロックは、ここ数年の傾向として、ブロック活動に参加する会員が限られていること、
千葉県以外の県の会員数が数名であり地域の偏りが大きいこと等から、活発な活動に繋がらないこ
とが課題である。地域の仲間として交流機会を多く持ち、活動の輪を広げていきたい。 

 
 

ブロック地図入れます 

 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで
公開しております。二次元コード
を読取り、ぜひご覧ください 
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５） 南関東ブロック (ブロック⻑：三橋由佳) 

正会員数 25 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
4 月 28 日(月) 

会議 ブロック会議① 
１）年間計画の確認 ①交流会 今年度も『看取り
を考える会』を主体として実施。②研修会 2 回/年
予定。1 回目は 7 月ごろ予定で内部講師の方を検討。
2 回目は倫理の研修を予定。 
２）その他 ①協議会の今後の方向性について ②
訪問看護の制度の現状についての意見交換 ③協議
会に対する意見交換 など 

4 名 

5 月 17 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 
3 つの事例を検討 テーマは「医師との連携」 

8 名 

会議 ブロック会議② 
第 1 回研修会の日程調整など 

3 名 

6 月 15 日(日) 会議 ブロック会議③ 
第 1 回研修会の内容検討など 

4 名 

7 月 26 日(土) 研修会 第 1 回研修会  
『その人らしい人⽣を支えるためのチームケア
の重要性と求められること〜認定看護師として
多職種連携の視点と実践的な取り組みの在り方
を学ぶ〜』講師：悠の⽊株式会社 代表取締役 
⻘⽊悠紀⼦氏 
（日本訪問看護認定看護師協議会南関東ブロッ
ク所属会員） 

17 名 

7 月 31 日(⽊) 会議 ブロック会議④ 
１）第 2 回研修会の検討 ①テーマ「看護倫理」②
開催時期 2026 年 1〜2 月の土曜日 
２）第 3 回交流会の日程変更 11 月 15 日から 11 月

1 日へ変更。 

4 名 

9 月 20 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 5 名 

ブロック地図入れます 

  
４） 関東ブロック (ブロック⻑：⼭田富恵氏) 

正会員数 47 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2026 年 
2 月 25 日(水) 

会議 ブロック研修会の開催について 
・プログラムの確認 
・役割分担など 

6 名 

2 月 28 日(土) 研修会 「その人らしい⽣活を支える〜訪問看護師のための基
礎・⼿技・在宅での見守りポイント〜」 

18 名 

会議 ・研修の振り返り 
・来年度の活動方法の確認など 

6 名 

（２） 活動を通して 
今年度は委員の体調や ICT の不具合等で開催頻度が極端に少なくなってしまった。 
しかし、LINE オンライン上などで調整し研修の準備を行い、年度末にはなったが研修を開催で

きたことは良かった。研修の広報期間も⻑くはなかったが、全国から参加者があり充実した研修会
となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※活動の詳細は、ホームページで公開しております。

二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
  

    

ブロック地図入れます 

埼玉

東京

関東ブロック

－12－

217876-事業報告2025年度_本文.indd   12217876-事業報告2025年度_本文.indd   12 2026/03/23   16:01:492026/03/23   16:01:49



  
５） 南関東ブロック (ブロック⻑：三橋由佳) 

正会員数 25 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
4 月 28 日(月) 

会議 ブロック会議① 
１）年間計画の確認 ①交流会 今年度も『看取り
を考える会』を主体として実施。②研修会 2 回/年
予定。1 回目は 7 月ごろ予定で内部講師の方を検討。
2 回目は倫理の研修を予定。 
２）その他 ①協議会の今後の方向性について ②
訪問看護の制度の現状についての意見交換 ③協議
会に対する意見交換 など 

4 名 

5 月 17 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 
3 つの事例を検討 テーマは「医師との連携」 

8 名 

会議 ブロック会議② 
第 1 回研修会の日程調整など 

3 名 

6 月 15 日(日) 会議 ブロック会議③ 
第 1 回研修会の内容検討など 

4 名 

7 月 26 日(土) 研修会 第 1 回研修会  
『その人らしい人⽣を支えるためのチームケア
の重要性と求められること〜認定看護師として
多職種連携の視点と実践的な取り組みの在り方
を学ぶ〜』講師：悠の⽊株式会社 代表取締役 
⻘⽊悠紀⼦氏 
（日本訪問看護認定看護師協議会南関東ブロッ
ク所属会員） 

17 名 

7 月 31 日(⽊) 会議 ブロック会議④ 
１）第 2 回研修会の検討 ①テーマ「看護倫理」②
開催時期 2026 年 1〜2 月の土曜日 
２）第 3 回交流会の日程変更 11 月 15 日から 11 月

1 日へ変更。 

4 名 

9 月 20 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 5 名 

ブロック地図入れます 

  
４） 関東ブロック (ブロック⻑：⼭田富恵氏) 

正会員数 47 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2026 年 
2 月 25 日(水) 

会議 ブロック研修会の開催について 
・プログラムの確認 
・役割分担など 

6 名 

2 月 28 日(土) 研修会 「その人らしい⽣活を支える〜訪問看護師のための基
礎・⼿技・在宅での見守りポイント〜」 

18 名 

会議 ・研修の振り返り 
・来年度の活動方法の確認など 

6 名 

（２） 活動を通して 
今年度は委員の体調や ICT の不具合等で開催頻度が極端に少なくなってしまった。 
しかし、LINE オンライン上などで調整し研修の準備を行い、年度末にはなったが研修を開催で

きたことは良かった。研修の広報期間も⻑くはなかったが、全国から参加者があり充実した研修会
となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※活動の詳細は、ホームページで公開しております。

二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
  

    

ブロック地図入れます 

神奈川

長野

山梨

南関東ブロック

－13－

217876-事業報告2025年度_本文.indd   13217876-事業報告2025年度_本文.indd   13 2026/03/23   16:01:492026/03/23   16:01:49



 

訪問看護の現場で日々感じていることや⼾惑いなど
の語り合い 

9 月 26 日(金) 会議 ブロック会議⑤ 
１）第 2 回研修会の依頼内容の検討など 
２）交流会『看取りを考える会』の結果と予定の確
認 
３）今後の活動予定の検討 

4 名 

11 月 1 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 
テーマ「“訪問看護は不要”と思っている家族との
関わりを振り返る」 

４名 

会議 ブロック会議⑥ 
１）第 2 回研修会の検討 
２）交流会『看取りを考える会』の結果と予定の確
認 

3 名 

12 月 6 日(土) 会議 ブロック会議⑦ 
１）第 2 回研修会の最終確認 

4 名 

2026 年 
1 月 17 日(土) 

研修会 第 2 回研修会 
日々の迷いを⼒に変える〜訪問看護の倫理をケース
で学ぶ〜講師：岩⼿保健医療大学成人看護学・教授
（臨床倫理研究センター⻑）三浦靖彦氏 

19 名 

会議 ブロック会議⑧ 
１）第 2 回研修会の反省会 
２）今後の予定の確認 ①第 4 回交流会『看取りを
考える会』の日程確認 2 月 14 日実施 ②『看取り
を考える会』の継続実施決定 

3 名 

2 月 14 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 
事例検討実施 

3 名 

（２） 活動を通して 
2021 年度「在宅看取りを実践できる訪問看護師の育成事業」の各ブロック開催実施後、当ブロッ

クでは 2023 年度より交流会を『看取りを考える会』として賛同してくださった加入者 11 名程度で
旗揚げした。2025 年度も役割分担しながら 4 回実施することができた。利害関係のない仲間だか
らこそ、普段職場では解決できない心境なども共有でき、認定としての役割なども確認しながら実
践を深めることにつながっている。今後、協議会の体制は変更されるが、3 年間の実践活動を振り
返り、看取り看護からの学びの重要性を再確認し、継続実施していくことを決定した。 

第 1 回の研修会では、内部講師として 悠の⽊株式会社 代表取締役 ⻘⽊悠紀⼦氏に依頼し、

認定看護師として多職種連携の視点と実践的な取り組みの在り方を学ばせていただいた。⻘⽊氏は
『命を看つめる』の著者でもあり、地元磯⼦区で「看護職として在宅ケアを担う中核的存在として
の訪問看護ステーション」を目指して実践活動をされている訪問看護のエキスパート。地域に必要
であるものへの観察眼、地域だからこそできる事、チームで取り組む意思決定支援など、訪問看護
認定看護師としての実践活動の視点を学ばせていただいた。 

第 2 回の研修会では、『看護倫理』をテーマとし、訪問看護の実例を通して、倫理的な視点を深
め、迷いを「⼒」に変えるプロセスを学ばせていただいた。講師には、三浦靖彦先⽣をお招きする
ことができた。先⽣は、岩⼿保健医療大学成人看護学・教授（臨床倫理研究センター⻑）で、臨床
倫理を中心に教鞭をとられる臨床倫理のエキスパートで、多職種に臨床倫理を事例検討会など通じ
てわかりやすくご教授くださることで非常に評判が高い方である。基礎である臨床倫理のキーワー
ドから始まり、ビーチャム＆チルドレスの４原則や清水の３原則、意思決定支援、多職種カンファ
レンス、終末期医療など、倫理を考えるにあたっての根幹となる知識を教えていただいた。最後
に、対象者であるその人の根底にある「どのように⽣きたいか？」を常に意識することの重要性を
再認識させていただいた。 

南関東ブロックは 3 県で構成されているが、ブロック役員は LINE で情報交換しながら、Zoom
を活用し、1 年間できる限りの実践活動を行った。まだまだ地域性を考慮した実践活動の課題はあ
るが、ここでつながった仲間と前進していきたいと思える活動だった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開しております。二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
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訪問看護の現場で日々感じていることや⼾惑いなど
の語り合い 

9 月 26 日(金) 会議 ブロック会議⑤ 
１）第 2 回研修会の依頼内容の検討など 
２）交流会『看取りを考える会』の結果と予定の確
認 
３）今後の活動予定の検討 

4 名 

11 月 1 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 
テーマ「“訪問看護は不要”と思っている家族との
関わりを振り返る」 

４名 

会議 ブロック会議⑥ 
１）第 2 回研修会の検討 
２）交流会『看取りを考える会』の結果と予定の確
認 

3 名 

12 月 6 日(土) 会議 ブロック会議⑦ 
１）第 2 回研修会の最終確認 

4 名 

2026 年 
1 月 17 日(土) 

研修会 第 2 回研修会 
日々の迷いを⼒に変える〜訪問看護の倫理をケース
で学ぶ〜講師：岩⼿保健医療大学成人看護学・教授
（臨床倫理研究センター⻑）三浦靖彦氏 

19 名 

会議 ブロック会議⑧ 
１）第 2 回研修会の反省会 
２）今後の予定の確認 ①第 4 回交流会『看取りを
考える会』の日程確認 2 月 14 日実施 ②『看取り
を考える会』の継続実施決定 

3 名 

2 月 14 日(土) 交流会 『看取りを考える会』 
事例検討実施 

3 名 

（２） 活動を通して 
2021 年度「在宅看取りを実践できる訪問看護師の育成事業」の各ブロック開催実施後、当ブロッ

クでは 2023 年度より交流会を『看取りを考える会』として賛同してくださった加入者 11 名程度で
旗揚げした。2025 年度も役割分担しながら 4 回実施することができた。利害関係のない仲間だか
らこそ、普段職場では解決できない心境なども共有でき、認定としての役割なども確認しながら実
践を深めることにつながっている。今後、協議会の体制は変更されるが、3 年間の実践活動を振り
返り、看取り看護からの学びの重要性を再確認し、継続実施していくことを決定した。 

第 1 回の研修会では、内部講師として 悠の⽊株式会社 代表取締役 ⻘⽊悠紀⼦氏に依頼し、

認定看護師として多職種連携の視点と実践的な取り組みの在り方を学ばせていただいた。⻘⽊氏は
『命を看つめる』の著者でもあり、地元磯⼦区で「看護職として在宅ケアを担う中核的存在として
の訪問看護ステーション」を目指して実践活動をされている訪問看護のエキスパート。地域に必要
であるものへの観察眼、地域だからこそできる事、チームで取り組む意思決定支援など、訪問看護
認定看護師としての実践活動の視点を学ばせていただいた。 

第 2 回の研修会では、『看護倫理』をテーマとし、訪問看護の実例を通して、倫理的な視点を深
め、迷いを「⼒」に変えるプロセスを学ばせていただいた。講師には、三浦靖彦先⽣をお招きする
ことができた。先⽣は、岩⼿保健医療大学成人看護学・教授（臨床倫理研究センター⻑）で、臨床
倫理を中心に教鞭をとられる臨床倫理のエキスパートで、多職種に臨床倫理を事例検討会など通じ
てわかりやすくご教授くださることで非常に評判が高い方である。基礎である臨床倫理のキーワー
ドから始まり、ビーチャム＆チルドレスの４原則や清水の３原則、意思決定支援、多職種カンファ
レンス、終末期医療など、倫理を考えるにあたっての根幹となる知識を教えていただいた。最後
に、対象者であるその人の根底にある「どのように⽣きたいか？」を常に意識することの重要性を
再認識させていただいた。 

南関東ブロックは 3 県で構成されているが、ブロック役員は LINE で情報交換しながら、Zoom
を活用し、1 年間できる限りの実践活動を行った。まだまだ地域性を考慮した実践活動の課題はあ
るが、ここでつながった仲間と前進していきたいと思える活動だった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開しております。二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
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６） 東海北陸ブロック (ブロック⻑：新美由美⼦氏) 

正会員数 99 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
5 月 14 日(水) 

会議 役員会議 
・東海北陸ブロック役員・委員会選任基準及び役割
要綱の確認 
・2025 年度のブロック活動内容と役員役割につい
て 
・年間計画の共有と、役割分担 
・10 月開催予定の研修内容と当日までの行動計画立
案 

10 名 

7 月 24 日(土) 講師打合せ 研修会講師の在宅医と訪問診療看護師との打合せ 
・研修企画書の共有 

4 名 

8 月 6 日(水) 会議 役員会議 
・今後のブロック活動のありかたについて 
・10 月研修会企画について（進行状況・研修企画案・
役割分担・当日までの流れについて共有） 

10 名 

10 月 5 日(水) 会議 役員会議 
・10 月研修会の最終確認（進捗状況の共有・当日の
役割と進行の確認） 

10 名 

10 月 25 日（土） 研修会 【テーマ】在宅看取りにおける医療連携 
講演①講師 堀尾建太医師（堀尾医院） 

「在宅看取りにおける医師の視点と在宅に関わ
る看護師への期待」 
講演②講師 中野里佳がん化学療法看護認定看護師 
  「診療同行看護師の視点・連携の現場で見えて
くること」 

22 名 

会議 役員会議 
・研修会の振り返りから課題 
・1 月交流会の内容検討 

8 名 

11 月 19 日（水） 会議 役員会議 10 名 

ブロック地図入れます 

 

・研修会の振り返り（アンケート結果の共有と今後
の課題） 
・1 月交流会について（内容の確認と当日までのス
ケジュール・役割分担共有） 
・2026 年度のブロック活動年間計画について 

12 月 3 日（水） 会議 役員会議 
・1 月 31 日交流会について（活動報告者の選任） 
・当日開催までのスケジュールと確認事項の共有
（役割分担、配信場所の確認） 

4 名 

12 月 24 日（水） 会議 役員会議 
・1 月交流会について（登壇講師とテーマ・進行状
況の共有） 
・当日までのスケジュールと役割の確認 

10 名 

2026 年 
1 月 24 日（水） 

会議 役員会議 
・1 月交流会の最終確認（進捗状況の共有・当日の
役割と進行の確認） 

4 名 

1 月 31 日 交流会 ◎認定看護師 3 名の活動実践報告 
岡田まり氏；三重県 
 「医療的ケア児の災害対応について〜自助を高め
る支援〜」 
東川亜依⼦氏：三重県 
 「市町と連携しておこなった医療的ケア児の就学
支援」 
菊池悦⼦氏：愛知県 
 「有料老人ホーム内での訪問看護認定看護師とし
ての役割」 
◎認定看護師の 5 年目更新報告 
⻄村由紀氏：⽯川県 
 「認定更新で不安だった私ができたこと」 

25 名 

会議 役員会議 
・交流会の振り返り 
・来年度の活動計画と役員選任について 

10 名 

  

富山

福井
岐阜

静岡
愛知

東海北陸ブロック

石川

三重
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６） 東海北陸ブロック (ブロック⻑：新美由美⼦氏) 

正会員数 99 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
5 月 14 日(水) 

会議 役員会議 
・東海北陸ブロック役員・委員会選任基準及び役割
要綱の確認 
・2025 年度のブロック活動内容と役員役割につい
て 
・年間計画の共有と、役割分担 
・10 月開催予定の研修内容と当日までの行動計画立
案 

10 名 

7 月 24 日(土) 講師打合せ 研修会講師の在宅医と訪問診療看護師との打合せ 
・研修企画書の共有 

4 名 

8 月 6 日(水) 会議 役員会議 
・今後のブロック活動のありかたについて 
・10 月研修会企画について（進行状況・研修企画案・
役割分担・当日までの流れについて共有） 

10 名 

10 月 5 日(水) 会議 役員会議 
・10 月研修会の最終確認（進捗状況の共有・当日の
役割と進行の確認） 

10 名 

10 月 25 日（土） 研修会 【テーマ】在宅看取りにおける医療連携 
講演①講師 堀尾建太医師（堀尾医院） 

「在宅看取りにおける医師の視点と在宅に関わ
る看護師への期待」 
講演②講師 中野里佳がん化学療法看護認定看護師 
  「診療同行看護師の視点・連携の現場で見えて
くること」 

22 名 

会議 役員会議 
・研修会の振り返りから課題 
・1 月交流会の内容検討 

8 名 

11 月 19 日（水） 会議 役員会議 10 名 

ブロック地図入れます 

 

・研修会の振り返り（アンケート結果の共有と今後
の課題） 
・1 月交流会について（内容の確認と当日までのス
ケジュール・役割分担共有） 
・2026 年度のブロック活動年間計画について 

12 月 3 日（水） 会議 役員会議 
・1 月 31 日交流会について（活動報告者の選任） 
・当日開催までのスケジュールと確認事項の共有
（役割分担、配信場所の確認） 

4 名 

12 月 24 日（水） 会議 役員会議 
・1 月交流会について（登壇講師とテーマ・進行状
況の共有） 
・当日までのスケジュールと役割の確認 

10 名 

2026 年 
1 月 24 日（水） 

会議 役員会議 
・1 月交流会の最終確認（進捗状況の共有・当日の
役割と進行の確認） 

4 名 

1 月 31 日 交流会 ◎認定看護師 3 名の活動実践報告 
岡田まり氏；三重県 
 「医療的ケア児の災害対応について〜自助を高め
る支援〜」 
東川亜依⼦氏：三重県 
 「市町と連携しておこなった医療的ケア児の就学
支援」 
菊池悦⼦氏：愛知県 
 「有料老人ホーム内での訪問看護認定看護師とし
ての役割」 
◎認定看護師の 5 年目更新報告 
⻄村由紀氏：⽯川県 
 「認定更新で不安だった私ができたこと」 

25 名 

会議 役員会議 
・交流会の振り返り 
・来年度の活動計画と役員選任について 

10 名 
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（２） 活動を通して 
本年度、東海北陸ブロックは、地域における訪問看護認定看護師の専門性を高めるとともに、実践

を通した学びの共有と横断的なつながりの強化を目標として活動を計画した。また、在宅療養を支え
る多職種連携の理解を深め、地域における看護の役割をより明確に発信していくことも重要な柱と
して位置付けた。 

これらの目標に基づき、年間を通じて役員会による計画的な運営を行い、研修会および交流会を実
施した。研修会では在宅看取りにおける医療連携をテーマとし、医師および診療同行看護師の視点か
ら実践的な知見を学ぶ機会を設けた。医療職間の役割理解を深めるとともに、療養者の価値観を尊重
した支援の重要性を再認識する場となった。また、交流会では認定看護師による多様な実践報告を共
有し、災害対応、医療的ケア児支援、施設看護の実践、認定更新の経験など、現場に根ざした知見を
分かち合うことで、参加者の相互学習と意欲の向上につながった。 

これらの活動を通して、認定看護師同士が実践を語り合う場の意義の大きさを改めて実感した。
日々の実践は各地域・各施設に分散しているが、共有することで知識や経験が体系化され、個々の活
動が地域全体の看護⼒向上へとつながる可能性を強く感じた。また、オンライン開催の活用により、
地理的な制約を超えて参加が可能となり、ブロック内外のつながりが広がったことも大きな成果で
ある。 

一方で、継続的な参加の促進や、実践を地域へ還元する仕組みづくり、発信の在り方など、今後の
課題も明確になった。学びを単発の機会にとどめず、地域の実践変化へと結び付けていくためには、
活動の積み重ねと意図的な連携強化が不可欠である。 

来年度もブロック会員同士の交流の機会は可能な限り維持していきたいと考える。それぞれの地域
で認定看護師がどのように実践し、どのように役割を果たしているのかを共有することは、個々の活
動の可視化につながるだけでなく、互いの意欲や励みを支える重要な基盤となるからである。 

活動形態や頻度は変化する可能性があるものの、つながりを保ち、実践を分かち合う場を継続する
こと自体に大きな意義がある。限られた環境の中においても、会員相互の交流と学びの機会を大切に
しながら、東海北陸ブロックとしての歩みを今後も着実に積み重ねていきたい。。 

 
 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームペー
ジで公開しております。二次
元コードを読取り、ぜひご覧
ください 

 
  

 
７） 近畿ブロック (ブロック⻑：⽊田里美氏) 

正会員数 85 名 
 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
4 月 17 日(⽊) 

会議 ・ブロック⻑会議の報告 
・今年度の委員のメンバーの確認 
・今年度の活動内容について 

10 名 

8 月 30 日(土) 交流会 R７年度実践報告会 
・訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看護師の活動

発表 

40 名 

会議 ・実践報告会の振り返り 10 名 

（２） 活動を通して 
近畿ブロックでは、例年 2 府４県の代表者からの実践報告会を継続して実施している。ブロック内

の訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看護師の活動内容を共有し、自身の活動に活かし、実践⼒の向
上を図ることを目的としている。 

京都府松久保眞美様より「看護小規模多機能型居宅介護の実際と京都の動き」、奈良県浅野千春様
より「事業所における業務改善活動報告」、和歌⼭県中谷和世様より「在宅看護を支える看護師の連
携〜いろいろな分野の看護師が繋がる場所をつくる〜」、滋賀県雨森千恵美様より「変わりゆく社会
において、これからの看取り支援を考える」、大阪府⼭本ひとみ様より「SNS を介した訪問看護認定
看護師の活動」、兵庫県豊倉睦美様より「宝塚の特定看護師の活動〜地域の医師、訪問看護師への理
解促進のために〜」を発表頂いた。 

認定看護師として取り組むべき課題に対して、地域の中で率先して活動されている内容ばかりであ
った。今回は他ブロックからの参加もあったが、心理的安全性の担保された中で質疑応答が活発に行
われ、それぞれの実践を共有することで、自身の活動に活かすことが出来る有意義な報告会となっ
た。 

アンケートの結果も「大変満足 94.4％、満足と併せて 100％」と好評な結果となった。 
今年度でブロック活動は終了となるが、今後も訪問看護認定看護師協議会という全国的に繋がる場

を活かして、それぞれの認定看護師が活動の幅を広げて活躍していけると考える。 
 

ブロック地図入れます 
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（２） 活動を通して 
本年度、東海北陸ブロックは、地域における訪問看護認定看護師の専門性を高めるとともに、実践

を通した学びの共有と横断的なつながりの強化を目標として活動を計画した。また、在宅療養を支え
る多職種連携の理解を深め、地域における看護の役割をより明確に発信していくことも重要な柱と
して位置付けた。 

これらの目標に基づき、年間を通じて役員会による計画的な運営を行い、研修会および交流会を実
施した。研修会では在宅看取りにおける医療連携をテーマとし、医師および診療同行看護師の視点か
ら実践的な知見を学ぶ機会を設けた。医療職間の役割理解を深めるとともに、療養者の価値観を尊重
した支援の重要性を再認識する場となった。また、交流会では認定看護師による多様な実践報告を共
有し、災害対応、医療的ケア児支援、施設看護の実践、認定更新の経験など、現場に根ざした知見を
分かち合うことで、参加者の相互学習と意欲の向上につながった。 

これらの活動を通して、認定看護師同士が実践を語り合う場の意義の大きさを改めて実感した。
日々の実践は各地域・各施設に分散しているが、共有することで知識や経験が体系化され、個々の活
動が地域全体の看護⼒向上へとつながる可能性を強く感じた。また、オンライン開催の活用により、
地理的な制約を超えて参加が可能となり、ブロック内外のつながりが広がったことも大きな成果で
ある。 

一方で、継続的な参加の促進や、実践を地域へ還元する仕組みづくり、発信の在り方など、今後の
課題も明確になった。学びを単発の機会にとどめず、地域の実践変化へと結び付けていくためには、
活動の積み重ねと意図的な連携強化が不可欠である。 

来年度もブロック会員同士の交流の機会は可能な限り維持していきたいと考える。それぞれの地域
で認定看護師がどのように実践し、どのように役割を果たしているのかを共有することは、個々の活
動の可視化につながるだけでなく、互いの意欲や励みを支える重要な基盤となるからである。 

活動形態や頻度は変化する可能性があるものの、つながりを保ち、実践を分かち合う場を継続する
こと自体に大きな意義がある。限られた環境の中においても、会員相互の交流と学びの機会を大切に
しながら、東海北陸ブロックとしての歩みを今後も着実に積み重ねていきたい。。 

 
 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームペー
ジで公開しております。二次
元コードを読取り、ぜひご覧
ください 

 
  

 
７） 近畿ブロック (ブロック⻑：⽊田里美氏) 

正会員数 85 名 
 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
4 月 17 日(⽊) 

会議 ・ブロック⻑会議の報告 
・今年度の委員のメンバーの確認 
・今年度の活動内容について 

10 名 

8 月 30 日(土) 交流会 R７年度実践報告会 
・訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看護師の活動

発表 

40 名 

会議 ・実践報告会の振り返り 10 名 

（２） 活動を通して 
近畿ブロックでは、例年 2 府４県の代表者からの実践報告会を継続して実施している。ブロック内

の訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看護師の活動内容を共有し、自身の活動に活かし、実践⼒の向
上を図ることを目的としている。 

京都府松久保眞美様より「看護小規模多機能型居宅介護の実際と京都の動き」、奈良県浅野千春様
より「事業所における業務改善活動報告」、和歌⼭県中谷和世様より「在宅看護を支える看護師の連
携〜いろいろな分野の看護師が繋がる場所をつくる〜」、滋賀県雨森千恵美様より「変わりゆく社会
において、これからの看取り支援を考える」、大阪府⼭本ひとみ様より「SNS を介した訪問看護認定
看護師の活動」、兵庫県豊倉睦美様より「宝塚の特定看護師の活動〜地域の医師、訪問看護師への理
解促進のために〜」を発表頂いた。 

認定看護師として取り組むべき課題に対して、地域の中で率先して活動されている内容ばかりであ
った。今回は他ブロックからの参加もあったが、心理的安全性の担保された中で質疑応答が活発に行
われ、それぞれの実践を共有することで、自身の活動に活かすことが出来る有意義な報告会となっ
た。 

アンケートの結果も「大変満足 94.4％、満足と併せて 100％」と好評な結果となった。 
今年度でブロック活動は終了となるが、今後も訪問看護認定看護師協議会という全国的に繋がる場

を活かして、それぞれの認定看護師が活動の幅を広げて活躍していけると考える。 
 

ブロック地図入れます 

滋賀京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山 近畿ブロック
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※活動の詳細は、ホームページで
公開しております。二次元コード
を読取り、ぜひご覧ください 

 
 
  

  
８） 中四国ブロック (ブロック⻑：金尾知⼦氏) 

正会員数 33 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
9 月 28 日(日) 

会議 第 1 回ブロック会議の事前会議（Zoom にて開催） 
・理事、ブロック⻑、副ブロック⻑で検討 
・ブロック会議に向けての打合せ 
・今年度の活動について検討、協議 

3 名 

10 月 4 日(土) 会議 第 1 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
・各自の活動内容報告 
・研修内容について検討し、内容、講師の決定 

13 名 

2026 年 
1 月 15 日(⽊) 

研修会 Zoom にて開催 
・香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科  
片⼭陽⼦先⽣から「研究の最初の一歩」のテーマで
講義 

19 名 

3 月予定 会議 第 2 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
・今期の反省と来期への活動予定内容検討 

 

（２） 活動を通して 
中四国ブロックは、35 名程度のブロックであり、会員同士の顔の見える関係作りを心掛けてい

る。いつでも困った時に相談ができる仲間がいることで、自分自身の活動に活かすことができてい
る。今年度から副ブロック⻑を設け、ブロック⻑の補佐として活動を行なってもらっている。ブロ
ック活動を円滑に進めるために、理事とともに随時連絡を取りながら運営をしている。 

「研究」の苦⼿意識を克服するために、今年度の研修では「研究の最初の一歩！」とテーマとし
て、香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 片⼭陽⼦先⽣から講義を受けた。研究のハード
ルが少し下がり、自分たちが日々行なっている看護について「実践報告」を行なってみようと思う
ことができた。2026 年 11 月に香川県で「第 31 回日本在宅ケア学会学術集会」が開催されること
になっており、ブロック内から一人でも多くの会員の発表ができるように、来年度は取り組もうと
思っている。 

 
  

ブロック地図入れます 
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※活動の詳細は、ホームページで
公開しております。二次元コード
を読取り、ぜひご覧ください 

 
 
  

  
８） 中四国ブロック (ブロック⻑：金尾知⼦氏) 

正会員数 33 名 
 
 
 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
9 月 28 日(日) 

会議 第 1 回ブロック会議の事前会議（Zoom にて開催） 
・理事、ブロック⻑、副ブロック⻑で検討 
・ブロック会議に向けての打合せ 
・今年度の活動について検討、協議 

3 名 

10 月 4 日(土) 会議 第 1 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
・各自の活動内容報告 
・研修内容について検討し、内容、講師の決定 

13 名 

2026 年 
1 月 15 日(⽊) 

研修会 Zoom にて開催 
・香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科  
片⼭陽⼦先⽣から「研究の最初の一歩」のテーマで
講義 

19 名 

3 月予定 会議 第 2 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
・今期の反省と来期への活動予定内容検討 

 

（２） 活動を通して 
中四国ブロックは、35 名程度のブロックであり、会員同士の顔の見える関係作りを心掛けてい

る。いつでも困った時に相談ができる仲間がいることで、自分自身の活動に活かすことができてい
る。今年度から副ブロック⻑を設け、ブロック⻑の補佐として活動を行なってもらっている。ブロ
ック活動を円滑に進めるために、理事とともに随時連絡を取りながら運営をしている。 

「研究」の苦⼿意識を克服するために、今年度の研修では「研究の最初の一歩！」とテーマとし
て、香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 片⼭陽⼦先⽣から講義を受けた。研究のハード
ルが少し下がり、自分たちが日々行なっている看護について「実践報告」を行なってみようと思う
ことができた。2026 年 11 月に香川県で「第 31 回日本在宅ケア学会学術集会」が開催されること
になっており、ブロック内から一人でも多くの会員の発表ができるように、来年度は取り組もうと
思っている。 

 
  

ブロック地図入れます 

鳥取

島根
岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛 高知

中四国ブロック
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※活動の詳細は、ホームページで公開しております。二次元コードを読取り、ぜひご覧ください 
  

  
９） 九州ブロック (ブロック⻑：森安玲⼦氏) 

正会員数 16 名 
 
 
 
 
（１） 年間活動実績 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
2025 年 
５月 29 日(⽊) 

会議 第 1 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
令和7年度九州ブロック研修会の日程決定＜2028年
1 月 24 日＞ 午前の研修会の内容、午後の実践報
告・交流会検討 

6 名 

７月 17 日(⽊) 会議 第 2 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
令和 7 年度九州ブロック研修会内容検討等：・現地
協⼒隊 2 名のご紹介・研修会(午前)の部再検討・交
流会(午後)の内容決定＜新卒看護師を訪問看護ステ
ーションで育てる＞ 

8 名 

８月 26 日(⽊) 会議 第 3 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
令和 7 年度九州ブロック研修会内容検討：今年度の
テーマ「沖縄発 訪問看護の⼒で地域を元気に‼」・
研修会(午前の部)講師交渉中・実践報告及び交流会
について(午後の部)実践報告のパネリスト決定、交
流会のテーマについて検討 

6 名 

９月 20 日(土) 講師打合わせ Zoom にて開催。午前中の講師の先⽣：NPO 法人い
けま福祉センター 仲原 瑠美先⽣(看護師、保健
師)から、地域活動の実際をご講義いただく。参加者
とも意見交換会を行う。 

６名 

10 月 30 日(⽊) 会議 第 4 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
1 月 24 日研修会の当日の流れ、及び役割分担決め 

7 名 

12 月 11 日(⽊) 会議 第 5 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
それぞれの役割の進捗状況の報告、確認 

4 名 

2026 年 
1 月 20 日(火) 

会議 第 6 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
1 月 23 日リハーサル集合時間、リハーサル内容確認
1 月 24 日研修会の最終打合せ、流れ・担当の再確認 

７名 

1 月 23 日(金) リハーサル ハイブリットで開催。会場での機器の確認、ハイブ
リットの映像・音声確認等々 

６名 

ブロック地図入れます 
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（１） 年間活動実績 

開催日 活動項目 概要 参加者数 
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協⼒隊 2 名のご紹介・研修会(午前)の部再検討・交
流会(午後)の内容決定＜新卒看護師を訪問看護ステ
ーションで育てる＞ 

8 名 

８月 26 日(⽊) 会議 第 3 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
令和 7 年度九州ブロック研修会内容検討：今年度の
テーマ「沖縄発 訪問看護の⼒で地域を元気に‼」・
研修会(午前の部)講師交渉中・実践報告及び交流会
について(午後の部)実践報告のパネリスト決定、交
流会のテーマについて検討 

6 名 

９月 20 日(土) 講師打合わせ Zoom にて開催。午前中の講師の先⽣：NPO 法人い
けま福祉センター 仲原 瑠美先⽣(看護師、保健
師)から、地域活動の実際をご講義いただく。参加者
とも意見交換会を行う。 

６名 

10 月 30 日(⽊) 会議 第 4 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
1 月 24 日研修会の当日の流れ、及び役割分担決め 

7 名 

12 月 11 日(⽊) 会議 第 5 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
それぞれの役割の進捗状況の報告、確認 

4 名 

2026 年 
1 月 20 日(火) 

会議 第 6 回ブロック会議（Zoom にて開催） 
1 月 23 日リハーサル集合時間、リハーサル内容確認
1 月 24 日研修会の最終打合せ、流れ・担当の再確認 

７名 

1 月 23 日(金) リハーサル ハイブリットで開催。会場での機器の確認、ハイブ
リットの映像・音声確認等々 

６名 

ブロック地図入れます 

沖縄 福岡

大分

佐賀

長崎

鹿児島

熊本

宮崎

九州ブロック
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1 月 24 日(土) 研修会 「つながりながら、楽しく過ごそう、楽しく暮らそ
う」NPO 法人いけま福祉センター 仲原瑠美氏 

 

実践報告 「新卒看護師をステーションで育てる」／交流会 
在宅センターびりーぶ：管理者-馬場美代⼦氏、合原
美紀 
訪問看護ステーション⻘空：管理者-下地節⼦氏、島
袋涼音氏 

20 名 

会議 71 回ブロック会議（会場にて開催） 
令和 7 年の九州ブロック活動及び沖縄発研修・実践
報告及び交流会の振り返り。次年度の活動について。
その他 

7 名 

（２） 活動を通して 
2025 年度の九州ブロック活動は「沖縄県から‼」と早くから決定していた。講師の先⽣について

は、私たちの仲間(看護師さん保健師さん等々)で地域活動している方の話を聴きたいと、九州ブロ
ックの企画・運営委員の皆様の発案もあり、「沖縄発 訪問看護の⼒で地域を元気に！」を企画。
場所は、沖縄県看護協会の近くにある、南風原町立中央公⺠館の視聴覚室から開催した。午前中の
講師の先⽣は、宮古島の北⻄ 1.5 ㌔に位置する、周囲 10 ㎞の池間島で、NPO 法人 いけま福祉セ
ンターで島⺠の思いを大切にしながら、活動をされている仲原瑠美氏に「つながりながら、楽しく
過ごそう、楽しく暮らそう」をテーマに講義をいただいた。近い将来、日本のあちこちで発⽣する
地域社会問題に訪問看護師として対峙しながら活動する私たちに、沢⼭のヒントをいただいた内容
であった(詳しくは二次元コードをご覧ください❣)。午後からの実践報告＆交流会では、2023 年の
九州ブロック活動でおこなった訪問看護師倍増計画。その第 2 弾のテーマは「新卒看護師をステー
ションで育てる」を育てたステーションの管理者：下地節⼦様(沖縄県)、馬場美代⼦様(佐賀県)
と、育てられた本人様(2 名)からの報告をいただいた。新人から訪問看護ステーションに育てられ
たお二人の報告、特に悩みながらも「一人ひとりの思いに丁寧に寄り添う」姿、「無駄な訪問はし
ない」とピシャリと言ってくれた姿に、「訪問看護の未来は明るい」と目頭が熱くなった。1 月の本
土では寒波が押し寄せている時期に、ハイビスカスが年中咲く沖縄から、“あたたかく、熱き想い
の風”を本土に届ける事ができたのではないかと自負している。 

昨年度から引き続き、企画運営委員としてご協⼒くださった６名の皆様と今回沖縄県で現地協⼒
隊として⼿助けいただいた 2 名の方々、さらに事務局 村田様に厚く御礼申し上げます。 

 
追伸：九州ブロックでは 2026 年度、交流会を佐賀県で開催する計画です。

時代とともに、しなやかに姿形を変えながら、楽しくワクワクする事
を一緒に考え実践しませんか⁈(池間島 仲原氏の教え) 

 
 

 
 
 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開
しております。二次元コードを読取
り、ぜひご覧ください 
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1 月 24 日(土) 研修会 「つながりながら、楽しく過ごそう、楽しく暮らそ
う」NPO 法人いけま福祉センター 仲原瑠美氏 

 

実践報告 「新卒看護師をステーションで育てる」／交流会 
在宅センターびりーぶ：管理者-馬場美代⼦氏、合原
美紀 
訪問看護ステーション⻘空：管理者-下地節⼦氏、島
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20 名 

会議 71 回ブロック会議（会場にて開催） 
令和 7 年の九州ブロック活動及び沖縄発研修・実践
報告及び交流会の振り返り。次年度の活動について。
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7 名 
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は、私たちの仲間(看護師さん保健師さん等々)で地域活動している方の話を聴きたいと、九州ブロ
ックの企画・運営委員の皆様の発案もあり、「沖縄発 訪問看護の⼒で地域を元気に！」を企画。
場所は、沖縄県看護協会の近くにある、南風原町立中央公⺠館の視聴覚室から開催した。午前中の
講師の先⽣は、宮古島の北⻄ 1.5 ㌔に位置する、周囲 10 ㎞の池間島で、NPO 法人 いけま福祉セ
ンターで島⺠の思いを大切にしながら、活動をされている仲原瑠美氏に「つながりながら、楽しく
過ごそう、楽しく暮らそう」をテーマに講義をいただいた。近い将来、日本のあちこちで発⽣する
地域社会問題に訪問看護師として対峙しながら活動する私たちに、沢⼭のヒントをいただいた内容
であった(詳しくは二次元コードをご覧ください❣)。午後からの実践報告＆交流会では、2023 年の
九州ブロック活動でおこなった訪問看護師倍増計画。その第 2 弾のテーマは「新卒看護師をステー
ションで育てる」を育てたステーションの管理者：下地節⼦様(沖縄県)、馬場美代⼦様(佐賀県)
と、育てられた本人様(2 名)からの報告をいただいた。新人から訪問看護ステーションに育てられ
たお二人の報告、特に悩みながらも「一人ひとりの思いに丁寧に寄り添う」姿、「無駄な訪問はし
ない」とピシャリと言ってくれた姿に、「訪問看護の未来は明るい」と目頭が熱くなった。1 月の本
土では寒波が押し寄せている時期に、ハイビスカスが年中咲く沖縄から、“あたたかく、熱き想い
の風”を本土に届ける事ができたのではないかと自負している。 

昨年度から引き続き、企画運営委員としてご協⼒くださった６名の皆様と今回沖縄県で現地協⼒
隊として⼿助けいただいた 2 名の方々、さらに事務局 村田様に厚く御礼申し上げます。 

 
追伸：九州ブロックでは 2026 年度、交流会を佐賀県で開催する計画です。

時代とともに、しなやかに姿形を変えながら、楽しくワクワクする事
を一緒に考え実践しませんか⁈(池間島 仲原氏の教え) 

 
 

 
 
 
 
 
 

※活動の詳細は、ホームページで公開
しております。二次元コードを読取
り、ぜひご覧ください 
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２. 総会及び同時開催研修会・交流会 
１） 総会及び同時開催研修会 

 
（１） 開催実績 

日 時：2025 年 6 月 8 日（土）10：00〜12：30 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：総会）出席 96 名・委任状 125 名 合計 221 名 ／ 研修会）107 名 
プログラム： 

時間 プログラム 
9：50〜 オリエンテーション 
10：00 第 12 期定時総会 

開会の挨拶・議⻑選任 代表理事 大橋奈美 
総会 
議案説明 副代表 廣川直美   
議案採決 議⻑ 代表理事 大橋奈美 

10：20 同時開催研修会 
情報提供：「認定看護師の認定更新審査について」 

近畿ブロック 雨森千恵美氏（オンライン） 
10：40 休憩 
10：50 講義：「学会発表をしてみよう！〜準備・⼿順のポイント〜」 

川崎市立看護大学 湯本晶代氏 
12：25 まとめ 

閉会あいさつ 
12：30 閉会 

 

 
（２） 活動を通して 

6 月 8 日（土）、総会及び同時開催研修会は日本訪問看護財団会議室で 8 名が配信スタッフとし
て参加し Zoom 配信で行った。オンライン参加者は最大 99 名あった。 

研修会の『認定看護師の認定更新審査について』は、2028 年から変更になる更新審査変更点と、2025
年から 2027 年の移行期間の説明があった。 

『学会発表をしてみよう〜準備・⼿順のポイント〜』では、「学会・学会発表とは何か」、看護研究の
意義や発表までの準備、訪問看護や在宅に関連する学会の紹介があった。 

アンケートでは、「学会、研究はハードル高いと思っていたが、どんな形だったら自分にできるのかと
考える機会となり、イメージすることでハードルが下がった」、「まずは学会に参加してみよう！と思い
ました」など参加者全員が参考になったと良い評価があった。 

 
 
 

２） 交流会 2025 
 

（１） 開催実績 
日 時：2024 年 11 月 15 日（土）14：00〜16:30 
開催方法：集合・オンライン（ハイブリッド）開催  

（会場 アットビジネスセンターPREMIUM 新大坂 911 号室） 
参加人数：64 名（会場 22 名  オンライン 42 名） 
プログラム： 

時間 プログラム 
13：55〜 オリエンテーション 
14：00 開会の挨拶 代表理事 大橋奈美 
 理事会からのお知らせ  副代表 廣川直美 
14：05 実践報告： 

①「原動力は『在宅看護の魅力を伝えたい』看護の力が本人や支援者の力を
引き出すと信じ活動」 

関東ブロック 篠原かおる氏 
②「地域こども食堂を引き継いで」 

 東北ブロック ⼾崎亜紀子氏 
③「有料老人ホームでの訪問看護認定看護師としての役割」 

 東海北陸ブロック 菊池悦子氏 
15：20 休憩 
15：30 
 
16：15 

『交流会 〜仲間の実践報告から自分自⾝の活動を振り返る〜 』 
①グループディスカッション 
②全体共有 

16：25 各種案内 
閉会のあいさつ  監事 野崎加世子 

16：30 アンケート回収・終了 
 

 

（２） 活動を通して 
11 月 15 日（土）、新大阪を会場にハイブリッド交流会を開催した。会場に 22 名オンライン 42 名の合

計 64 名の参加があった。篠原氏から、インスタを利⽤しマンガで訪問看護の魅了を発信。⼾崎氏か
ら、子どもだけではなく、地域の子どもから大人まで、誰もが安心して過ごせる居場所としての子ども
食堂の事業展開。菊池氏から、パーキンソン病療養者の施設内音楽リハビリテーションを通して、ADL
改善の報告があった。 

グループワークでは、実践報告を聞いて感じたこと、今後の活動のヒントや明日から取り組めること
を話し合った。アンケートから、「認定の先輩や、仲間の報告を聞き刺激を受けた。もっと地域に目を
向けることが必要とわかった。」など満足の高い意見があった。 
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２. 総会及び同時開催研修会・交流会 
１） 総会及び同時開催研修会 

 
（１） 開催実績 

日 時：2025 年 6 月 8 日（土）10：00〜12：30 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：総会）出席 96 名・委任状 125 名 合計 221 名 ／ 研修会）107 名 
プログラム： 

時間 プログラム 
9：50〜 オリエンテーション 
10：00 第 12 期定時総会 

開会の挨拶・議⻑選任 代表理事 大橋奈美 
総会 
議案説明 副代表 廣川直美   
議案採決 議⻑ 代表理事 大橋奈美 

10：20 同時開催研修会 
情報提供：「認定看護師の認定更新審査について」 

近畿ブロック 雨森千恵美氏（オンライン） 
10：40 休憩 
10：50 講義：「学会発表をしてみよう！〜準備・⼿順のポイント〜」 

川崎市立看護大学 湯本晶代氏 
12：25 まとめ 

閉会あいさつ 
12：30 閉会 

 

 
（２） 活動を通して 

6 月 8 日（土）、総会及び同時開催研修会は日本訪問看護財団会議室で 8 名が配信スタッフとし
て参加し Zoom 配信で行った。オンライン参加者は最大 99 名あった。 

研修会の『認定看護師の認定更新審査について』は、2028 年から変更になる更新審査変更点と、2025
年から 2027 年の移行期間の説明があった。 

『学会発表をしてみよう〜準備・⼿順のポイント〜』では、「学会・学会発表とは何か」、看護研究の
意義や発表までの準備、訪問看護や在宅に関連する学会の紹介があった。 

アンケートでは、「学会、研究はハードル高いと思っていたが、どんな形だったら自分にできるのかと
考える機会となり、イメージすることでハードルが下がった」、「まずは学会に参加してみよう！と思い
ました」など参加者全員が参考になったと良い評価があった。 

 
 
 

２） 交流会 2025 
 

（１） 開催実績 
日 時：2024 年 11 月 15 日（土）14：00〜16:30 
開催方法：集合・オンライン（ハイブリッド）開催  

（会場 アットビジネスセンターPREMIUM 新大坂 911 号室） 
参加人数：64 名（会場 22 名  オンライン 42 名） 
プログラム： 

時間 プログラム 
13：55〜 オリエンテーション 
14：00 開会の挨拶 代表理事 大橋奈美 
 理事会からのお知らせ  副代表 廣川直美 
14：05 実践報告： 

①「原動力は『在宅看護の魅力を伝えたい』看護の力が本人や支援者の力を
引き出すと信じ活動」 

関東ブロック 篠原かおる氏 
②「地域こども食堂を引き継いで」 

 東北ブロック ⼾崎亜紀子氏 
③「有料老人ホームでの訪問看護認定看護師としての役割」 

 東海北陸ブロック 菊池悦子氏 
15：20 休憩 
15：30 
 
16：15 

『交流会 〜仲間の実践報告から自分自⾝の活動を振り返る〜 』 
①グループディスカッション 
②全体共有 

16：25 各種案内 
閉会のあいさつ  監事 野崎加世子 

16：30 アンケート回収・終了 
 

 

（２） 活動を通して 
11 月 15 日（土）、新大阪を会場にハイブリッド交流会を開催した。会場に 22 名オンライン 42 名の合

計 64 名の参加があった。篠原氏から、インスタを利⽤しマンガで訪問看護の魅了を発信。⼾崎氏か
ら、子どもだけではなく、地域の子どもから大人まで、誰もが安心して過ごせる居場所としての子ども
食堂の事業展開。菊池氏から、パーキンソン病療養者の施設内音楽リハビリテーションを通して、ADL
改善の報告があった。 

グループワークでは、実践報告を聞いて感じたこと、今後の活動のヒントや明日から取り組めること
を話し合った。アンケートから、「認定の先輩や、仲間の報告を聞き刺激を受けた。もっと地域に目を
向けることが必要とわかった。」など満足の高い意見があった。 
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３. 地域貢献活動 
１） 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート 

 
活 動 名： 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート  
メンバー：8 名 

豊田好美氏（理事）・田川章江氏（理事）・野崎加世子氏（監事）  
江⼾英雄氏（関東ブロック）・岸田香織里氏（東海北陸ブロック） 
豊倉睦美氏（近畿ブロック）・菅﨑仁美氏（中四国ブロック）・馬場美代子氏（九州ブロック） 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
10 月 14 日(火) 

第 1 回運営会議  挨拶と自己紹介 
 事業の概要説明（当協議会で行うに至った経緯・

今年度のテーマ・今後のながれ・研修内容につい
て） 
 検討事項（役割分担・座談会のグループ分け） 

7 名 

12 月 5 日(火) 第 2 回運営会議  日程・進行確認、Zoom 操作練習、座談会の進行
確認 

7 名 

12 月 13 日(土) ミニ講座＆ 
座談会実施 

（2）参照  

第 3 回運営会議  研修会後にアンケート結果の確認 
 メンバー間の意見交換 

8 名 

 
（２） ミニ講座「安定したステーションの運営を目指して」＆座談会の開催 

日 時：2025 年 12 月 13 日（土）9：00〜12：00 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：7 名 
プログラム： 

時間 プログラム 担当 
9：00〜 開会の挨拶 

オリエンテーション 
田川 

9：10 ミニ講座「安定したステーションの運営を目指して」 
①令和時代の経営管理？！について悩み考えた実践報告        

豊倉 

②地域を元気にする取り組みの途中経過報告 
〜『看護師が社会を変える』ために私が心がけている事〜 

馬場 

10：10 休憩  

10：20 座談会 
 自己紹介、フリートーク 
 振り返りとまとめ 

 

11：20 グループ発表 
11：40 本日のまとめ 

閉会の挨拶 
野崎 

11：50 アンケート説明と入力  
12：00 閉会  

 

 
（３） 活動を通して 

2022 年より継続している「訪問看護認定看護師によるコンサルテーション活動」は、「安定したス
テーションの運営をめざして」をテーマに、訪問看護ステーション管理者を対象として、ミニ講座と
座談会を Zoom にて行い今年度が 4 回目となった。 

ミニ講座２題では、管理者として時代の変化に⼾惑いながらも、仲間と相談し実践を重ねている率
直な経験や地域の方が笑顔で過ごせる居場所づくりや、多様な人材が活躍できる事業所づくりについ
て、数多くのアイディアを発表された。後半の座談会では、ファシリテーターの進行のもと、採⽤や
人材育成、世代間ギャップ、オンコール体制など、管理者が日頃抱える悩みについて活発な意見交換
が行われ、「実践例を聞けて励みになった」「管理者の悩みは共通していると感じた」「安心して相談で
きる場だった」といった声が寄せられ、学びとつながりの深い時間となった。 

運営委員自⾝も、講義やファシリテーターをして参加した学びや、管理職ならではの悩みを話せる
場としてよかったといった声があがった。経験豊富な認定看護師の「相談」「指導」役割を果たせ、
参加者、運営側双方にとって学びの多い企画であった。一方、参加人数の少なさに、広報の課題が
残る結果となった。 
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３. 地域貢献活動 
１） 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート 

 
活 動 名： 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート  
メンバー：8 名 

豊田好美氏（理事）・田川章江氏（理事）・野崎加世子氏（監事）  
江⼾英雄氏（関東ブロック）・岸田香織里氏（東海北陸ブロック） 
豊倉睦美氏（近畿ブロック）・菅﨑仁美氏（中四国ブロック）・馬場美代子氏（九州ブロック） 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
10 月 14 日(火) 

第 1 回運営会議  挨拶と自己紹介 
 事業の概要説明（当協議会で行うに至った経緯・

今年度のテーマ・今後のながれ・研修内容につい
て） 
 検討事項（役割分担・座談会のグループ分け） 

7 名 

12 月 5 日(火) 第 2 回運営会議  日程・進行確認、Zoom 操作練習、座談会の進行
確認 

7 名 

12 月 13 日(土) ミニ講座＆ 
座談会実施 

（2）参照  

第 3 回運営会議  研修会後にアンケート結果の確認 
 メンバー間の意見交換 

8 名 

 
（２） ミニ講座「安定したステーションの運営を目指して」＆座談会の開催 

日 時：2025 年 12 月 13 日（土）9：00〜12：00 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：7 名 
プログラム： 

時間 プログラム 担当 
9：00〜 開会の挨拶 

オリエンテーション 
田川 

9：10 ミニ講座「安定したステーションの運営を目指して」 
①令和時代の経営管理？！について悩み考えた実践報告        

豊倉 

②地域を元気にする取り組みの途中経過報告 
〜『看護師が社会を変える』ために私が心がけている事〜 

馬場 

10：10 休憩  

10：20 座談会 
 自己紹介、フリートーク 
 振り返りとまとめ 

 

11：20 グループ発表 
11：40 本日のまとめ 

閉会の挨拶 
野崎 

11：50 アンケート説明と入力  
12：00 閉会  

 

 
（３） 活動を通して 

2022 年より継続している「訪問看護認定看護師によるコンサルテーション活動」は、「安定したス
テーションの運営をめざして」をテーマに、訪問看護ステーション管理者を対象として、ミニ講座と
座談会を Zoom にて行い今年度が 4 回目となった。 

ミニ講座２題では、管理者として時代の変化に⼾惑いながらも、仲間と相談し実践を重ねている率
直な経験や地域の方が笑顔で過ごせる居場所づくりや、多様な人材が活躍できる事業所づくりについ
て、数多くのアイディアを発表された。後半の座談会では、ファシリテーターの進行のもと、採⽤や
人材育成、世代間ギャップ、オンコール体制など、管理者が日頃抱える悩みについて活発な意見交換
が行われ、「実践例を聞けて励みになった」「管理者の悩みは共通していると感じた」「安心して相談で
きる場だった」といった声が寄せられ、学びとつながりの深い時間となった。 

運営委員自⾝も、講義やファシリテーターをして参加した学びや、管理職ならではの悩みを話せる
場としてよかったといった声があがった。経験豊富な認定看護師の「相談」「指導」役割を果たせ、
参加者、運営側双方にとって学びの多い企画であった。一方、参加人数の少なさに、広報の課題が
残る結果となった。 
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素敵な訪問看護ステーションになるためのノウハウ教えます！ 

「安定したステーションの運営をめざして」終了時アンケートまとめ 

作成：令和 7 年度 ミニ講座＆座談会運営委員会 

 

 

開 催 日：２０２5 年１2 月 13 日（土）９：００～１２：００ 

開催方法：オンライン研修（Zoom ミーティング） 

参加人数：7 名  

回答件数：6 名/7 名（回答率 85％） 

 
 
 

１. ご回答頂く方についてお伺いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. ミニ講座「安定したステーションの運営をめざして」についてお伺いします 
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素敵な訪問看護ステーションになるためのノウハウ教えます！ 

「安定したステーションの運営をめざして」終了時アンケートまとめ 

作成：令和 7 年度 ミニ講座＆座談会運営委員会 

 

 

開 催 日：２０２5 年１2 月 13 日（土）９：００～１２：００ 

開催方法：オンライン研修（Zoom ミーティング） 

参加人数：7 名  

回答件数：6 名/7 名（回答率 85％） 

 
 
 

１. ご回答頂く方についてお伺いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. ミニ講座「安定したステーションの運営をめざして」についてお伺いします 
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３. 座談会についてお伺いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 今回の企画全般についてお伺いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）今回参加してのご感想やご意見がございましたら、ぜひお聞かせください （5 件の回答） 

 実践例を聞けたり、他の地域の方と交流を図ることができて、自分の悩みについて相談することができ

た。 

 令和の看護師へシフトしながらも、スタッフそれぞれの強みを引き出せる管理者となれる努力はしていき

たい。自分の老後も考えながら。 

 安定した運営は、事業継続には必須であり、また同じテーマでも参加したいです。 

 管理者の抱えている悩みは一緒なんだ…って思い、とても経験のある話しが聞けて頼もしかったし、また、

お話ができたら…と思いました。ありがとうございました。 

 悩みを共有でき、他の方の悩みや解決方法を知り、今後の参考になりました。 
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３. 座談会についてお伺いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 今回の企画全般についてお伺いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）今回参加してのご感想やご意見がございましたら、ぜひお聞かせください （5 件の回答） 

 実践例を聞けたり、他の地域の方と交流を図ることができて、自分の悩みについて相談することができ

た。 

 令和の看護師へシフトしながらも、スタッフそれぞれの強みを引き出せる管理者となれる努力はしていき

たい。自分の老後も考えながら。 

 安定した運営は、事業継続には必須であり、また同じテーマでも参加したいです。 

 管理者の抱えている悩みは一緒なんだ…って思い、とても経験のある話しが聞けて頼もしかったし、また、

お話ができたら…と思いました。ありがとうございました。 

 悩みを共有でき、他の方の悩みや解決方法を知り、今後の参考になりました。 
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5）訪問看護認定看護師に期待することなどお聞かせください （2 件の回答） 

 病気になっても、自分の強みを生かして地域で生活でき、今生きている楽しみを実感できる町づくりを

担っていきたい。 

 人と人が繋がること。 

 

  

 
２） 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

 
活 動 名 ：BCP を動かす第一歩！ 訪問看護から広げる地域連携 
メンバー：7 名 

⼾崎亜紀子氏（理事） 

稲葉典子氏（近畿ブロック）・岩田志穂氏（北海道ブロック）・碓田弓氏（東海北陸ブロック） 

下岡三恵氏（関東ブロック）・杉本由起子氏（中四国ブロック） 

杉山清美氏（東海北陸ブロック） 

 
（１） 年間活動実績 

開催日時 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
9 月 4 日(木) 

第 1 回運営会議  顔合わせ 
 事業の趣旨、概要、年間スケジュール 
 方向性とテーマ 

7 名 

10 月 2 日(木) 第 2 回運営会議  料金、回数、日時、所要時間の検討 
 プログラム内容の具体的検討 
 研修タイトル検討 
 当日役割分担 

7 名 

10 月 23 日(木) 第 3 回運営会議  チラシテーマ、日時最終決定 
 プログラム内容の詳細化 
 申込フォーム、アンケートフォームについて 

7 名 

11 月 27 日(木) 第 4 回運営会議  リハーサル 1 回目、プログラム修正 
 受講申込、入金、案内のフロー確認 

6 名 

2026 年 
1 月 11 日(土) 

第 5 回運営会議  リハーサル 2 回目、準備状況確認 
 申込者の申込対応と質問事項の対応検討 
 修了証発行とアンケートについて 

6 名 

1 月 24 日(土) 実施(1 回目) （2）参照  

1 月 31 日(土) 実施(2 回目) （2）参照  

第 6 回運営会議  実施後の振り返り、今後に向けて 
 成果物報告について 

6 名 

 
（２） 研修開催 

〇第１回目 
日 時 ：2026 年 1 月 24 日（土）9：00〜12：00 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：37 名 
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5）訪問看護認定看護師に期待することなどお聞かせください （2 件の回答） 

 病気になっても、自分の強みを生かして地域で生活でき、今生きている楽しみを実感できる町づくりを

担っていきたい。 

 人と人が繋がること。 

 

  

 
２） 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

 
活 動 名 ：BCP を動かす第一歩！ 訪問看護から広げる地域連携 
メンバー：7 名 

⼾崎亜紀子氏（理事） 

稲葉典子氏（近畿ブロック）・岩田志穂氏（北海道ブロック）・碓田弓氏（東海北陸ブロック） 

下岡三恵氏（関東ブロック）・杉本由起子氏（中四国ブロック） 

杉山清美氏（東海北陸ブロック） 

 
（１） 年間活動実績 

開催日時 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
9 月 4 日(木) 

第 1 回運営会議  顔合わせ 
 事業の趣旨、概要、年間スケジュール 
 方向性とテーマ 

7 名 

10 月 2 日(木) 第 2 回運営会議  料金、回数、日時、所要時間の検討 
 プログラム内容の具体的検討 
 研修タイトル検討 
 当日役割分担 

7 名 

10 月 23 日(木) 第 3 回運営会議  チラシテーマ、日時最終決定 
 プログラム内容の詳細化 
 申込フォーム、アンケートフォームについて 

7 名 

11 月 27 日(木) 第 4 回運営会議  リハーサル 1 回目、プログラム修正 
 受講申込、入金、案内のフロー確認 

6 名 

2026 年 
1 月 11 日(土) 

第 5 回運営会議  リハーサル 2 回目、準備状況確認 
 申込者の申込対応と質問事項の対応検討 
 修了証発行とアンケートについて 

6 名 

1 月 24 日(土) 実施(1 回目) （2）参照  

1 月 31 日(土) 実施(2 回目) （2）参照  

第 6 回運営会議  実施後の振り返り、今後に向けて 
 成果物報告について 

6 名 

 
（２） 研修開催 

〇第１回目 
日 時 ：2026 年 1 月 24 日（土）9：00〜12：00 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：37 名 
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時間 プログラム 備考 担当 
8：40 受付開始  岩田 

9：00 オープニング 
挨拶/オリエンテーション 

 下岡 
⼾崎 

9：05 第一歩へのヒント ボランティア活動でわかったこと、訪問
看護事業の継続の必要性と広島での取り
組みから 

杉本 

9：15 地域のリスクアセスメント ⾝近な地域のリスクを、みんなでアセス
メントしてみよう 

碓田 

10：00 マッピング術とパソコン小技 今日から使えるマッピングと活⽤方法、
パソコン小技 

⼾崎 

申込時の質問から 
10：20 トイレ問題シミュレーション 切実なトイレ問題、平時からの備えを考

えてみる 
碓田 

11：00 （休憩）   

11：05 ステーション同士・地域丸ごと BCP の
取り組み 

⻄宮市での訪看ステーションネットワー
クによる BCP 連携の実際や、行政との
有事支援協定を含む多職種との取組 

稲葉 

11：45 意見交換  ⼾崎 

11：58 閉会の言葉  下岡 

 

〇第２回目 
日 時 ：2026 年 1 月 31 日（土）13：30〜16：30 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：30 名 

時間 プログラム 備考 担当 
13：10 受付開始  岩田 

13：30 オープニング 
挨拶/オリエンテーション 

 下岡 
⼾崎 

13：35 第一歩へのヒント ボランティア活動でわかったこと、訪問
看護事業の継続の必要性と広島での取り
組みから 

杉本 

13：45 地域のリスクアセスメント ⾝近な地域のリスクを、みんなでアセス
メントしてみよう 

碓田 

14：30 マッピング術とパソコン小技 今日から使えるマッピングと活⽤方法、
パソコン小技 

⼾崎 

申込時の質問から 

14：50 トイレ問題シミュレーション 切実なトイレ問題、平時からの備えを考
えてみる 

碓田 

15：30 質疑（休憩） 時間調整  

15：35 ステーション同士・地域丸ごと BCP の
取り組み 

⻄宮市での訪看ステーションネットワー
クによる BCP 連携の実際や、行政との
有事支援協定を含む多職種との取組 

稲葉 

16：15 意見交換  ⼾崎 

16：28 閉会の言葉  下岡 

 
（３） 活動を通して 

2023 年度から取り組みを開始したこの事業（研修）は 3 年目となり、今年も協議会会員から募った有
志により運営委員を構成した。オンラインによる運営委員会を重ね、有料でも参加してよかった研修と
は何かについて検討し、プログラム内容を組み立てた。参加者のニーズを検討した結果「とりあえず
BCP を作成したがこれでいいのだろうか？」「もっと実効性のあるものに見直すには？」「地域と連携し
ていくには？」など現場の悩みが尽きないのではと考えた。また、「90 分では足りない、もっと学びた
い」という昨年のアンケートに対応するため３時間の研修を企画した。同内容を 2 回開催し、結果とし
て訪問看護師、セラピスト等合計 67 名の参加が得られた。 

多くの参加者から「第一歩」を踏み出すきっかけになり、また実際にあふれているトイレの写真、冠
⽔した道路状況、震災の映像といった視覚的・直感的なインパクトを感じながら、自分事に考えること
が出来たとのアンケート回答を得た。 

この活動をとおして、「できる事から取り組む事」や、「顔の見える関係から始める事」、「各事業所が
スタッフと利⽤者のセルフケア能力を高めつつ、地域に広げていく事」が、災害に強い社会基盤を構築
する鍵となると発信することができ、地域貢献できたと考える。 

今後もニーズに合わせながら現場に即した内容にアップデートしていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〜BCP 作成支援運営委員〜 
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時間 プログラム 備考 担当 
8：40 受付開始  岩田 

9：00 オープニング 
挨拶/オリエンテーション 

 下岡 
⼾崎 

9：05 第一歩へのヒント ボランティア活動でわかったこと、訪問
看護事業の継続の必要性と広島での取り
組みから 

杉本 

9：15 地域のリスクアセスメント ⾝近な地域のリスクを、みんなでアセス
メントしてみよう 

碓田 

10：00 マッピング術とパソコン小技 今日から使えるマッピングと活⽤方法、
パソコン小技 

⼾崎 

申込時の質問から 
10：20 トイレ問題シミュレーション 切実なトイレ問題、平時からの備えを考

えてみる 
碓田 

11：00 （休憩）   

11：05 ステーション同士・地域丸ごと BCP の
取り組み 

⻄宮市での訪看ステーションネットワー
クによる BCP 連携の実際や、行政との
有事支援協定を含む多職種との取組 

稲葉 

11：45 意見交換  ⼾崎 

11：58 閉会の言葉  下岡 

 

〇第２回目 
日 時 ：2026 年 1 月 31 日（土）13：30〜16：30 
開催方法：Zoom ミーティング 
参加人数：30 名 

時間 プログラム 備考 担当 
13：10 受付開始  岩田 

13：30 オープニング 
挨拶/オリエンテーション 

 下岡 
⼾崎 

13：35 第一歩へのヒント ボランティア活動でわかったこと、訪問
看護事業の継続の必要性と広島での取り
組みから 

杉本 

13：45 地域のリスクアセスメント ⾝近な地域のリスクを、みんなでアセス
メントしてみよう 

碓田 

14：30 マッピング術とパソコン小技 今日から使えるマッピングと活⽤方法、
パソコン小技 

⼾崎 

申込時の質問から 

14：50 トイレ問題シミュレーション 切実なトイレ問題、平時からの備えを考
えてみる 

碓田 

15：30 質疑（休憩） 時間調整  

15：35 ステーション同士・地域丸ごと BCP の
取り組み 

⻄宮市での訪看ステーションネットワー
クによる BCP 連携の実際や、行政との
有事支援協定を含む多職種との取組 

稲葉 

16：15 意見交換  ⼾崎 

16：28 閉会の言葉  下岡 

 
（３） 活動を通して 

2023 年度から取り組みを開始したこの事業（研修）は 3 年目となり、今年も協議会会員から募った有
志により運営委員を構成した。オンラインによる運営委員会を重ね、有料でも参加してよかった研修と
は何かについて検討し、プログラム内容を組み立てた。参加者のニーズを検討した結果「とりあえず
BCP を作成したがこれでいいのだろうか？」「もっと実効性のあるものに見直すには？」「地域と連携し
ていくには？」など現場の悩みが尽きないのではと考えた。また、「90 分では足りない、もっと学びた
い」という昨年のアンケートに対応するため３時間の研修を企画した。同内容を 2 回開催し、結果とし
て訪問看護師、セラピスト等合計 67 名の参加が得られた。 

多くの参加者から「第一歩」を踏み出すきっかけになり、また実際にあふれているトイレの写真、冠
⽔した道路状況、震災の映像といった視覚的・直感的なインパクトを感じながら、自分事に考えること
が出来たとのアンケート回答を得た。 

この活動をとおして、「できる事から取り組む事」や、「顔の見える関係から始める事」、「各事業所が
スタッフと利⽤者のセルフケア能力を高めつつ、地域に広げていく事」が、災害に強い社会基盤を構築
する鍵となると発信することができ、地域貢献できたと考える。 

今後もニーズに合わせながら現場に即した内容にアップデートしていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〜BCP 作成支援運営委員〜 
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 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

「BCP を動かす第 1 歩～訪問看護から広げる地域連携」終了時アンケートまとめ 

作成：令和 7 年度 BCP 作成支援運営委員会 

 

 

開 催 日：第 1 回目 ２０２６年１月２４日（土）９：００～１２：００ 

第 2 回目 ２０２６年１月３１日（土）１３：３０～１６：3０ 

開催方法：オンライン研修（Zoom ミーティング） 

参加人数：第 1 回目 ３７名       第 2 回目 ３０名  

回答件数：第 1 回目 32 名/３７名  第 2 回目 25 名/３０名  全体 57 名/67 名（回答率８５％） 

 

 

 

１． 今回のセミナーが開催される事をどのように知りましたか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 今回のセミナーに関する以下の点について、どの程度満足いただけましたか？それぞれお答えくだ

さい。 
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 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

「BCP を動かす第 1 歩～訪問看護から広げる地域連携」終了時アンケートまとめ 

作成：令和 7 年度 BCP 作成支援運営委員会 

 

 

開 催 日：第 1 回目 ２０２６年１月２４日（土）９：００～１２：００ 

第 2 回目 ２０２６年１月３１日（土）１３：３０～１６：3０ 

開催方法：オンライン研修（Zoom ミーティング） 

参加人数：第 1 回目 ３７名       第 2 回目 ３０名  

回答件数：第 1 回目 32 名/３７名  第 2 回目 25 名/３０名  全体 57 名/67 名（回答率８５％） 

 

 

 

１． 今回のセミナーが開催される事をどのように知りましたか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 今回のセミナーに関する以下の点について、どの程度満足いただけましたか？それぞれお答えくだ

さい。 
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３． 「BCP を動かす」というテーマは、あなたの業務に役に立ちそうですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「訪問看護から広げる地域連携」に関する内容は理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 講師の説明はわかりやすかったですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 今後の業務で、この研修内容を具体的にどのように活かしたいですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． セミナーを通して、BCP や地域連携について新たに学んだこと、重要だと感じたことをご記 

入ください。（抜粋） 

 取り組みの必要性は感じていたが、どのように働きかければいいか悩んでいた。始める第一歩がわかった

ような気がします。 

 繋がると大きな支えになる。普段の連携がそのまま BCP だ．という言葉がその通りだと思い、これからも

地域の為に出来ることを行いたいと決意しました。 

 BCP の訓練やステーション間の連携が、とても大掛かりな物のイメージでしたが、できるところから少しず

つ取り組んでいこうと思います。 

 全て重要で学ぶことができました。有意義な研修でした。 

 排泄問題についてあまり深く考えていなかったが、実際溢れているトイレの写真を見ると、早急に準備が

必要だと感じた。 

 災害をイメージする事でより具体的な災害対策につながると感じた。日頃から意識しスタッフ間で意見交

換行い、現実的な BCP としていきたい。 

 とりあえず動くこと、1 回 15 分のシミュレーションからでも共有し、イメージを重ねていくことが大切だと

学んだ。また、災害対応だけではない BCP の意味がようやくつかめた気がした。 
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３． 「BCP を動かす」というテーマは、あなたの業務に役に立ちそうですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「訪問看護から広げる地域連携」に関する内容は理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 講師の説明はわかりやすかったですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 今後の業務で、この研修内容を具体的にどのように活かしたいですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． セミナーを通して、BCP や地域連携について新たに学んだこと、重要だと感じたことをご記 

入ください。（抜粋） 

 取り組みの必要性は感じていたが、どのように働きかければいいか悩んでいた。始める第一歩がわかった

ような気がします。 

 繋がると大きな支えになる。普段の連携がそのまま BCP だ．という言葉がその通りだと思い、これからも

地域の為に出来ることを行いたいと決意しました。 

 BCP の訓練やステーション間の連携が、とても大掛かりな物のイメージでしたが、できるところから少しず

つ取り組んでいこうと思います。 

 全て重要で学ぶことができました。有意義な研修でした。 

 排泄問題についてあまり深く考えていなかったが、実際溢れているトイレの写真を見ると、早急に準備が

必要だと感じた。 

 災害をイメージする事でより具体的な災害対策につながると感じた。日頃から意識しスタッフ間で意見交

換行い、現実的な BCP としていきたい。 

 とりあえず動くこと、1 回 15 分のシミュレーションからでも共有し、イメージを重ねていくことが大切だと

学んだ。また、災害対応だけではない BCP の意味がようやくつかめた気がした。 
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 多くの方に伝達していこうと思っています。 

 顔の見える連携から BCP につながる。 

 日頃からの関係作りは、やはり大切だと改めて感じた。 

 非常時のトイレ対策、ハザードマップの活用などとても具体的で、即実践できる内容であった。職員、利用

者ともに共有できる内容なので是非活用して情報共有したい。 

 地域 BCP をすすめていきたい。 

 西宮のような連携はまだできませんが、コロナ禍の時には何も連携がなかったにも関わらずブロックのス

テーションが助けてくれたことを思い出し、常にステーション同士仲良くしていくことが大事と痛感してい

ます。 

 自事業者が取り組んでいること以外のことを知れたことや、特に課題ではあるものの、とても難しいと感

じている地域連携 BCP について、知ることができました。 

 トイレの問題はこれまで考えてこなかったので、新たな課題と取り組みとしてぜひ取り組みたいと思いまし

た。 

 

８．今後、BCP や地域連携のテーマでさらに深めて学びたいことがあればご記入ください。 （抜粋）  

 地域連携の更なる具体的な取り組み。 

 災害が起こったときの具体的なシミュレーションを知りたい。 

 連携型 BCP 重ねるハザードマップの活用方法｡ 

 行政との連携。 

 サーバーダウン時の情報共有、地域連携の具体的対策方法、利用者の対策指導方法などについて知りたい。 

 最新情報や訓練、研修のアイデアなど頂ければありがたいです。 

 トイレ問題を真剣に考えていこうと思います。 

 有事に動けるようにシステム化が必要だと思っています。アクションカードやフローチャートなど行動する

為の資料や参考になるものがあれば教えて頂きたいです。 

 BCP 策定について、訓練やステーション毎の備え、地域連携について他のステーションの話をもっと聞け

る機会があれば参加したいです。 

 実際に被災地で活動された訪問看護師やケアマネジャーが、困られた事や必要だと感じた事について知り

たいです。 

 BCP マニュアルの継続方法（どこを修正したら良いか、新たに検討した方が良い点など）。 

 多職種と作る地域 BCP。 

 個別避難計画書などの具体例とかもっと知りたいです。 

 訪問看護だけでなく、他職種で在宅の方を支える取り組みが必要かと思います。 

 

９．研修に対するご意見、ご感想、主催者へのメッセージなど、ご自由にご記入ください。 （抜粋） 

 グループワークの時間が短く感じました。唐突に何を言えば良いかが分からず、有意義に使えませんでし

た。講義自体は凄く良かったです。色々と勉強になりました。 

 携帯でのハザードマップを開く事ができ参考にしたい。 

 自身の活動をしているエリアで、今回の研修を元に BCP の研修を行う予定です。 

 必要時ご相談させてください。 

 もし可能でしたら対面での開催も楽しみにしています。 

 災害に遭われた時の実際の経験を聞かして頂いたので、イメージができ、活かした BCP にしなければ、と

強く感じました。 

 BCＰの策定だけでなく、そこから地域連携へつなげる働きかけも重要であり大変なことであると感じた。

地域で支え合い、利用者を守れるように具体的に働きかけができて行けたらよいと思う。またトイレの活

用も参考になった。職場でも共有していきたい。 

 研修資料は前日に届くのではでは遅いです｡数日前に頂けると余裕を持って準備できるので、そのように

お願いしたい。 

 資料確認が後になってしまいました。 

 大変勉強になりました。同じ認定看護師として、皆様のご活動（ご視点）には深く感銘を受けました。私も身

が引き締まる思いです。今日の研修内容を地域のステーションに伝えたいと思います。 

 ハザードマップの活用方法は、高齢者などスマホがなければ難しいと感じました。 

 他事業所の現状も聞けて、進行もスムーズで聞きやすかったです。 

 BCP について悩んでいましたが、まずはマッピング等で状況の確認をもう一度始めたいと思います。 

 主催の熱意を感じて意欲が出ました。 

 トイレは実際にやってみることは難しいにしてもゴミ問題など職場での共有は必要だと思いました。マッピ

ング術とパソコン小技は苦手なことで必要なことだと思っていたので、見直してやってみたいとは思いま

すが、もう少しゆっくり時間とって頂きたかったと率直に思いました（苦手意識あり、ついていけてません

でした)。 

 色々な地域のステーションの現状や対策が知れて良かったです。もう少しグループワークで聞きたいと思

ったので、また機会があれば参加したいです。ありがとうございました。 

 BCP 作成に活かされる研修内容で、他府県の方とグループワークできたことも有意義時間となりました。

ありがとうございました。  

 参考になることが多く、早速職場研修に活かしたい。 

 全国の訪問看護師の方々から現状を聞くことができ良かったです。特に、阪神淡路大震災から時を経て、

連携型 BCP.地域 BCP を実現されていて感動しました。東日本大震災を経験した者として大変参考にな

りました。 

 当ステーションの地域も災害を経験はしているのだが、未だに有事での利用者への連絡方法が統一されて

おらず、遅れも感じる。西宮市のようなモデル事業をあげて進めていきたいところだが、連絡協議会内で

も力関係があり難しいところ。まずは当事業者での取り組みを進めていきたいと感じた。 

 データの見方、補助金の情報などがあって大変勉強になりました。 

 配布資料になかった災害時の記録用紙についての Q&A が書かれたスライドなどを共有していただける

と助かります。 

 資料が追加された部分について、後日新たに配布していただけると 確実な情報として自施設スタッフに

も共有しやすいと思った。（※ 後日、運営委員より全員に記録用紙や追加資料を配布しました。） 
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 多くの方に伝達していこうと思っています。 

 顔の見える連携から BCP につながる。 

 日頃からの関係作りは、やはり大切だと改めて感じた。 

 非常時のトイレ対策、ハザードマップの活用などとても具体的で、即実践できる内容であった。職員、利用

者ともに共有できる内容なので是非活用して情報共有したい。 

 地域 BCP をすすめていきたい。 

 西宮のような連携はまだできませんが、コロナ禍の時には何も連携がなかったにも関わらずブロックのス

テーションが助けてくれたことを思い出し、常にステーション同士仲良くしていくことが大事と痛感してい

ます。 

 自事業者が取り組んでいること以外のことを知れたことや、特に課題ではあるものの、とても難しいと感

じている地域連携 BCP について、知ることができました。 

 トイレの問題はこれまで考えてこなかったので、新たな課題と取り組みとしてぜひ取り組みたいと思いまし

た。 

 

８．今後、BCP や地域連携のテーマでさらに深めて学びたいことがあればご記入ください。 （抜粋）  

 地域連携の更なる具体的な取り組み。 

 災害が起こったときの具体的なシミュレーションを知りたい。 

 連携型 BCP 重ねるハザードマップの活用方法｡ 

 行政との連携。 

 サーバーダウン時の情報共有、地域連携の具体的対策方法、利用者の対策指導方法などについて知りたい。 

 最新情報や訓練、研修のアイデアなど頂ければありがたいです。 

 トイレ問題を真剣に考えていこうと思います。 

 有事に動けるようにシステム化が必要だと思っています。アクションカードやフローチャートなど行動する

為の資料や参考になるものがあれば教えて頂きたいです。 

 BCP 策定について、訓練やステーション毎の備え、地域連携について他のステーションの話をもっと聞け

る機会があれば参加したいです。 

 実際に被災地で活動された訪問看護師やケアマネジャーが、困られた事や必要だと感じた事について知り

たいです。 

 BCP マニュアルの継続方法（どこを修正したら良いか、新たに検討した方が良い点など）。 

 多職種と作る地域 BCP。 

 個別避難計画書などの具体例とかもっと知りたいです。 

 訪問看護だけでなく、他職種で在宅の方を支える取り組みが必要かと思います。 

 

９．研修に対するご意見、ご感想、主催者へのメッセージなど、ご自由にご記入ください。 （抜粋） 

 グループワークの時間が短く感じました。唐突に何を言えば良いかが分からず、有意義に使えませんでし

た。講義自体は凄く良かったです。色々と勉強になりました。 

 携帯でのハザードマップを開く事ができ参考にしたい。 

 自身の活動をしているエリアで、今回の研修を元に BCP の研修を行う予定です。 

 必要時ご相談させてください。 

 もし可能でしたら対面での開催も楽しみにしています。 

 災害に遭われた時の実際の経験を聞かして頂いたので、イメージができ、活かした BCP にしなければ、と

強く感じました。 

 BCＰの策定だけでなく、そこから地域連携へつなげる働きかけも重要であり大変なことであると感じた。

地域で支え合い、利用者を守れるように具体的に働きかけができて行けたらよいと思う。またトイレの活

用も参考になった。職場でも共有していきたい。 

 研修資料は前日に届くのではでは遅いです｡数日前に頂けると余裕を持って準備できるので、そのように

お願いしたい。 

 資料確認が後になってしまいました。 

 大変勉強になりました。同じ認定看護師として、皆様のご活動（ご視点）には深く感銘を受けました。私も身

が引き締まる思いです。今日の研修内容を地域のステーションに伝えたいと思います。 

 ハザードマップの活用方法は、高齢者などスマホがなければ難しいと感じました。 

 他事業所の現状も聞けて、進行もスムーズで聞きやすかったです。 

 BCP について悩んでいましたが、まずはマッピング等で状況の確認をもう一度始めたいと思います。 

 主催の熱意を感じて意欲が出ました。 

 トイレは実際にやってみることは難しいにしてもゴミ問題など職場での共有は必要だと思いました。マッピ

ング術とパソコン小技は苦手なことで必要なことだと思っていたので、見直してやってみたいとは思いま

すが、もう少しゆっくり時間とって頂きたかったと率直に思いました（苦手意識あり、ついていけてません

でした)。 

 色々な地域のステーションの現状や対策が知れて良かったです。もう少しグループワークで聞きたいと思

ったので、また機会があれば参加したいです。ありがとうございました。 

 BCP 作成に活かされる研修内容で、他府県の方とグループワークできたことも有意義時間となりました。

ありがとうございました。  

 参考になることが多く、早速職場研修に活かしたい。 

 全国の訪問看護師の方々から現状を聞くことができ良かったです。特に、阪神淡路大震災から時を経て、

連携型 BCP.地域 BCP を実現されていて感動しました。東日本大震災を経験した者として大変参考にな

りました。 

 当ステーションの地域も災害を経験はしているのだが、未だに有事での利用者への連絡方法が統一されて

おらず、遅れも感じる。西宮市のようなモデル事業をあげて進めていきたいところだが、連絡協議会内で

も力関係があり難しいところ。まずは当事業者での取り組みを進めていきたいと感じた。 

 データの見方、補助金の情報などがあって大変勉強になりました。 

 配布資料になかった災害時の記録用紙についての Q&A が書かれたスライドなどを共有していただける

と助かります。 

 資料が追加された部分について、後日新たに配布していただけると 確実な情報として自施設スタッフに

も共有しやすいと思った。（※ 後日、運営委員より全員に記録用紙や追加資料を配布しました。） 
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３） メール相談 
 
活 動 名： 訪問看護事業所の管理者向けメール相談  
メンバー：3 名 

豊田好美氏（理事）・田川章江氏（理事）・野崎加世子氏（監事） 
 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
7 月 11 日(金) 

運営会議 今年度の運営方針についての確認 2 名 

 
（２） 実施概要 

今年度は会員からのメンバーは募集せず監事、理事の中でメールがあったときに対応。必要があれ
ば各ブロック理事、ブロック⻑へ連絡し対応することにした。広報はミニ講座＆座談会時に伝え終了
後の受け皿としてアピールした。結果今年度はメール相談は０件であった。 

 
（３） 活動を通して 

メールでの相談を常時対応することは難しく大々的な広報はできなかった。管理者さんが気軽に相
談する場として今後も継続していきたいと考えており研修会などでのアピールが必要と考える。 

 
 
 
 

  

４. 報酬改定に向けた活動 
 
活 動 名：政策提言 
メンバー：8 名 

廣川直美氏（理事） 
稲澤智美氏（関東ブロック）・大友史代氏（東北ブロック）・岡田まり氏（東海北陸ブロック） 

堤風馬氏（近畿ブロック）・友井川眞佐美氏（近畿ブロック）・中野かおり氏（近畿ブロック） 
岡本双美子氏（近畿ブロック） 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
10 月 28 日(火) 

第 1 回運営会議 ・昨年度実施アンケート集計内容の確認 
 最終提出案の役割分担 
・今年度の活動内容の検討 

6 名 

11 月 25 日(火) 第 2 回運営会議 ・アンケート集計後要望書作成 
・現在の訪問看護事業における課題の検討 

6 名 

12 月 23 日(火) 第 3 回運営会議 ・課題抽出 
 介護保険、医療保険の指定基準や加算、その他を
して検討 

6 名 

1 月 27 日(火) 第 4 回運営会議 ・制度改正に向けたアンケート具体的内容を検討 
 アンケート作成⼿順、スケジュールを決定 

7 名 

3 月 17 日(火) 
 

第 5 回運営会議 
（予定） 

・アンケート集計 
・アンケート内容による提言書作成、役割分担等を
予定 

8 名 

 
（２） アンケート実施概要 

今年度は 2027 年度介護保険の制度改定に向けた取り組みを行い、会員から指定基準、加算 
その他の部分と分け意見を抽出予定。また、訪問看護、在宅ケア認定看護師の配置による加算を提

言できるようにアンケートを実施予定。 
 

（３） 活動を通して 
今年度は上期の活動ができず下期のみの活動となってしまったため、委員会の活動方法を次年度は

活動できる委員でも役割が遂行できるよう組織化してきたい。 
昨年度実施したアンケートの結果報告と共に今年度のアンケートの結果をまとめ来年度は各所へ要

望として提言していきたいと考えている。 
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豊田好美氏（理事）・田川章江氏（理事）・野崎加世子氏（監事） 
 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
7 月 11 日(金) 

運営会議 今年度の運営方針についての確認 2 名 

 
（２） 実施概要 

今年度は会員からのメンバーは募集せず監事、理事の中でメールがあったときに対応。必要があれ
ば各ブロック理事、ブロック⻑へ連絡し対応することにした。広報はミニ講座＆座談会時に伝え終了
後の受け皿としてアピールした。結果今年度はメール相談は０件であった。 

 
（３） 活動を通して 

メールでの相談を常時対応することは難しく大々的な広報はできなかった。管理者さんが気軽に相
談する場として今後も継続していきたいと考えており研修会などでのアピールが必要と考える。 

 
 
 
 

  

４. 報酬改定に向けた活動 
 
活 動 名：政策提言 
メンバー：8 名 

廣川直美氏（理事） 
稲澤智美氏（関東ブロック）・大友史代氏（東北ブロック）・岡田まり氏（東海北陸ブロック） 

堤風馬氏（近畿ブロック）・友井川眞佐美氏（近畿ブロック）・中野かおり氏（近畿ブロック） 
岡本双美子氏（近畿ブロック） 

 
（１） 年間活動実績 

 

開催日 活動項目 概要 参加人数 
2025 年 
10 月 28 日(火) 

第 1 回運営会議 ・昨年度実施アンケート集計内容の確認 
 最終提出案の役割分担 
・今年度の活動内容の検討 

6 名 

11 月 25 日(火) 第 2 回運営会議 ・アンケート集計後要望書作成 
・現在の訪問看護事業における課題の検討 

6 名 

12 月 23 日(火) 第 3 回運営会議 ・課題抽出 
 介護保険、医療保険の指定基準や加算、その他を
して検討 

6 名 

1 月 27 日(火) 第 4 回運営会議 ・制度改正に向けたアンケート具体的内容を検討 
 アンケート作成⼿順、スケジュールを決定 

7 名 

3 月 17 日(火) 
 

第 5 回運営会議 
（予定） 

・アンケート集計 
・アンケート内容による提言書作成、役割分担等を
予定 

8 名 

 
（２） アンケート実施概要 

今年度は 2027 年度介護保険の制度改定に向けた取り組みを行い、会員から指定基準、加算 
その他の部分と分け意見を抽出予定。また、訪問看護、在宅ケア認定看護師の配置による加算を提

言できるようにアンケートを実施予定。 
 

（３） 活動を通して 
今年度は上期の活動ができず下期のみの活動となってしまったため、委員会の活動方法を次年度は

活動できる委員でも役割が遂行できるよう組織化してきたい。 
昨年度実施したアンケートの結果報告と共に今年度のアンケートの結果をまとめ来年度は各所へ要

望として提言していきたいと考えている。 
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１. ブロック活動 
 
 
ブロック活動は、認定看護師の資質向上や培った能力で地域に貢献するための活動などを企

画・運営すること、また会員同士の情報交換のための交流会等を開催することを目指し取り組ん
でいる。全国 9 ブロックにおいて、地域の特性に応じたニーズを捉え、研修会や交流会を企画運
営し活動している。 

2025 年度の活動内容としては、交流会「看取りを考える会」を複数年にわたって展開している
ブロックや、「意思決定支援」「倫理」「医療機器の管理」といった訪問看護には欠かせない課題
に向き合い学びを深めるブロックもあり、年々熟考された内容となり、会員にとって学びの多い
活動となった。また、認定更新制度の変更に伴い、学会発表を義務付けられることを見据え、看
護研究の進め方について学ぶブロックもあり、認定看護師に求められる資質を向上するための
試みもあった。定番の交流会は、会員同士のそれぞれの活動を共有することで、多くの刺激を受
け、今後の活動への糧となるものであった。Zoom を活用してのオンライン研修が根付き、門⼾
を広げ全国どのブロックからも参加できる研修会も増えた。活動報告書から、参加者の満足度は
高く、それぞれの認定看護師としての活動に活かされる内容であったと評価できる。 

ブロック活動は、この 10 年間日本財団様からの助成を受け活動の幅を広げてきたが、来年度
からは本協議会のみでの運営へとシフトしていく。そのため、今までのブロック活動とは異なり、
自主性を重んじて進めていくことになった。そのような変化においても、今までの活動で培った
ネットワークは大切にし、より強固なものにしながら、会員それぞれが一人ではなく、いつでも
相談でき協力してくれる仲間がいるという安心感を持てるような協議会にしていきたいと考え
る。 

  
担当役員  理事 川﨑 幸栄子 

       理事 田村 美樹枝 
 
 
 
 
 
 

  

２. 総会及び同時開催研修会・交流会 
  
  

6 月 7 日の総会及び同時開催研修会は日本看護財団会議室に 8 名が配信スタッフとし集結し
Zoom 配信で行った。 

総会は、会場 8 名、オンライン参加 88 名、委任状 125 名 合計 221 名。同時開催研修会はオ
ンライン 99 名、会場 8 名 合計 107 名の参加があった。 

研修会では、「認定看護師 認定更新審査について」、「学会発表をしてみよう！〜準備・手順の
ポイント〜」をテーマに講演を開催した。 

更新審査では、変更の経緯や内容、移行期間と移行後の変更点、申請の準備とスケジュールに
ついて学んだ。学会発表については、学会や学会発表の・準備・手順、利用できる社会資源など
を学んだ。 

アンケートでは、どちらの研修も 90％以上参考になったと回答が得られ有意義な機会となっ
た。 

11 月 15 日交流会では、アットビジネスセンターPREMIUM 新大阪 911 号の会場に 22 名、オ
ンラインで 42 名 合計 64 名の参加があり、ハイブリッドでおこなった。仲間の「地域へ訪問
看護の魅力の発信」、「子ども食堂の事業展開」、「施設内での認定看護師の役割」など実践報告を
聞き、認定看護師として地域を意識し繋がり、活動すること気づきに繋がった。グループワーク
では、日頃の実践や活動のヒント、他のブロック活動の話で盛り上がり参加者のアンケートから
も高い評価が得られた。 
 

担当役員  理事 山崎 佳子 
      理事 前野 美紀 
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３. 地域貢献活動 
 
 

１) 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート 
 
 
認定看護師の役割には「実践」「指導」「相談」があり、オンラインでの「訪問看護認定看護

師によるコンサルテーション活動」を実施した。 
近年、訪問看護事業所が多数開設されているが、訪問看護経験が浅いまま管理者を担う方も

増えているが、事業所の経営や運営、訪問看護制度、人材育成など病院とは違う訪問看護管理
者ならではの相談を聞くことや、開設後まもなく閉鎖や休止してしまう事業所も見受けられ
る。このような状況を受け、2023 年より全国の訪問看護ステーションの管理者を対象に私たち
訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看護師の力を役立てるため、昨年度に引き続き地域貢献活
動としてミニ講座＆座談会を企画開催した。 
会員の皆様へ講師とファシリテーターメンバー募集、参加希望者より５名選出し活動した。準
備から当日運営まで Zoom を利用し実施した。講師の訪問看護認定看護師からは、労務や人材
育成への考え方の変化に日々悩みながら実践している様子や地域の方が笑顔で過ごせる居場所
づくりや、多様な人材が活躍できる事業所づくりのアイディアが講義された。同じような境遇
の仲間との座談会はアンケート結果からも概ね好評で、明日からの仕事への意欲を感じたり継
続した開催を希望されたりする結果となった。講義及びグループワークファシリテーションを
担当した運営委員からは、「ファシリテーターとして参加し自分自身も学びになった」「同じ思
いを持つ仲間がいると感じ力をもらえていた」「近隣地域の顔のわかる管理者ではなく全国レベ
ルで話が聞ける場としての魅力もあり続けてほしい」との感想があり訪問看護認定看護師が実
施する相談役割を再認識した。研修参加者は協議会会員３名、非会員 4 名（当日欠席 2 名）と
少なかった。各地域の訪問看護支援センター等に広報したが周知方法や時期など参加者募集に
課題があった。収益化の課題もあり、今年度にて一旦事業は終了するが、新たな事業運営体制
の中で、同様の研修会の実施は検討していきたい。 

 
担当役員   監事  野崎 加世子 

理事  田 川  章 江 
理事  豊 田  好 美 

 
 

  

 
 
２) 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

 
 
2023 年度から取り組みを開始したこの事業（研修）は 3 年目となり、今年も協議会会員から

募った有志により運営委員を構成することが出来た。BCP に関する無料の研修が巷に増えてき
た中、有料でも参加してよかった研修とは何か検討を重ねた。昨年のアンケートにおいて 「90 分
では足りない、もっと学びたい」という声が多かったので、今年は 3 時間の研修を同内容 2 回
開催とした。研修内容は、被災地ボランティアの経験から「BCP につながるヒント」、そして有
事のイマジネーションと平時の備えの観点から見直す「リスクアセスメント」、マッピングやデ
ータ利用についてのパソコン術、被災時の「トイレの問題」、そして「ステーション同士・地域
まるごと BCP の取り組み」、以上を題材とし、途中個人ワーク、グループワークも含め実施した。 

結果として訪問看護師、セラピスト等合計 67 名の参加し、アンケートの結果でも「業務に役
に立つ 強く思う・思う 100％」など好評を得ることが出来た。 

この活動をとおして、今後の訪問看護 BCP について 「できる事から取り組む事」や、「顔の見
える関係から始める事」、各「事業所がスタッフと利用者のセルフケア能力を高めつつ、地域に
広げていく事」が災害に強い社会基盤を構築する鍵となると発信することができた。 

今後もニーズに合わせ現場に即した内容で地域貢献事業を企画運営していきたい。 
 

担当役員  理事 ⼾崎 亜紀子 
 
 
 

  

－50－

217876-事業報告2025年度_本文.indd   50217876-事業報告2025年度_本文.indd   50 2026/03/23   16:01:572026/03/23   16:01:57



３. 地域貢献活動 
 
 

１) 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート 
 
 
認定看護師の役割には「実践」「指導」「相談」があり、オンラインでの「訪問看護認定看護

師によるコンサルテーション活動」を実施した。 
近年、訪問看護事業所が多数開設されているが、訪問看護経験が浅いまま管理者を担う方も

増えているが、事業所の経営や運営、訪問看護制度、人材育成など病院とは違う訪問看護管理
者ならではの相談を聞くことや、開設後まもなく閉鎖や休止してしまう事業所も見受けられ
る。このような状況を受け、2023 年より全国の訪問看護ステーションの管理者を対象に私たち
訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看護師の力を役立てるため、昨年度に引き続き地域貢献活
動としてミニ講座＆座談会を企画開催した。 
会員の皆様へ講師とファシリテーターメンバー募集、参加希望者より５名選出し活動した。準
備から当日運営まで Zoom を利用し実施した。講師の訪問看護認定看護師からは、労務や人材
育成への考え方の変化に日々悩みながら実践している様子や地域の方が笑顔で過ごせる居場所
づくりや、多様な人材が活躍できる事業所づくりのアイディアが講義された。同じような境遇
の仲間との座談会はアンケート結果からも概ね好評で、明日からの仕事への意欲を感じたり継
続した開催を希望されたりする結果となった。講義及びグループワークファシリテーションを
担当した運営委員からは、「ファシリテーターとして参加し自分自身も学びになった」「同じ思
いを持つ仲間がいると感じ力をもらえていた」「近隣地域の顔のわかる管理者ではなく全国レベ
ルで話が聞ける場としての魅力もあり続けてほしい」との感想があり訪問看護認定看護師が実
施する相談役割を再認識した。研修参加者は協議会会員３名、非会員 4 名（当日欠席 2 名）と
少なかった。各地域の訪問看護支援センター等に広報したが周知方法や時期など参加者募集に
課題があった。収益化の課題もあり、今年度にて一旦事業は終了するが、新たな事業運営体制
の中で、同様の研修会の実施は検討していきたい。 

 
担当役員   監事  野崎 加世子 

理事  田 川  章 江 
理事  豊 田  好 美 

 
 

  

 
 
２) 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

 
 
2023 年度から取り組みを開始したこの事業（研修）は 3 年目となり、今年も協議会会員から

募った有志により運営委員を構成することが出来た。BCP に関する無料の研修が巷に増えてき
た中、有料でも参加してよかった研修とは何か検討を重ねた。昨年のアンケートにおいて 「90 分
では足りない、もっと学びたい」という声が多かったので、今年は 3 時間の研修を同内容 2 回
開催とした。研修内容は、被災地ボランティアの経験から「BCP につながるヒント」、そして有
事のイマジネーションと平時の備えの観点から見直す「リスクアセスメント」、マッピングやデ
ータ利用についてのパソコン術、被災時の「トイレの問題」、そして「ステーション同士・地域
まるごと BCP の取り組み」、以上を題材とし、途中個人ワーク、グループワークも含め実施した。 

結果として訪問看護師、セラピスト等合計 67 名の参加し、アンケートの結果でも「業務に役
に立つ 強く思う・思う 100％」など好評を得ることが出来た。 

この活動をとおして、今後の訪問看護 BCP について 「できる事から取り組む事」や、「顔の見
える関係から始める事」、各「事業所がスタッフと利用者のセルフケア能力を高めつつ、地域に
広げていく事」が災害に強い社会基盤を構築する鍵となると発信することができた。 

今後もニーズに合わせ現場に即した内容で地域貢献事業を企画運営していきたい。 
 

担当役員  理事 ⼾崎 亜紀子 
 
 
 

  

－51－

217876-事業報告2025年度_本文.indd   51217876-事業報告2025年度_本文.indd   51 2026/03/23   16:01:572026/03/23   16:01:57



 
 
３) メール相談 

  
  

訪問看護ステーションは増加傾向であるが、早期に閉鎖、休止するステーションも変わらず多
い。訪問看護を経験のない管理者も多く、管理や経営、人材育成に悩み疲弊している方がおりど
こに相談していいかわからない方たちもいらっしゃる。訪問看護相談支援センター試行事業を
実施するなどしているが、まだ地域が限られ十分に機能はしていない現状がある。協議会に相談
や講師依頼などが増えており、ミニ講座＆座談会でも相談の場としての要望は今年度も聞かれ
ている。 

訪問看護認定看護師として、悩める管理者さんが解決の糸口を見いだせるよう協力したいとの
思いから 2024 年よりメール相談窓口を協議会ホームページへ開設し、2 年目であるが今年度は
相談件数は０件であった。しかしミニ講座＆座談会後の相談の受け皿としても必要性はあり今
後も地域の認定看護師を紹介しアドバイザーとしての活動へ発展していくなどの機能も含め継
続していきたいと考える。 

 
担当役員   監事  野崎 加世子 

理事  豊 田  好 美 
理事  田 川  章 江 

  
    

４. 報酬改定に向けた活動 
  
  

今年度は委員の処々の事情が重なり、下期からの活動となってしまった。委員の活動に影響が
出ないような体制作りを今後検討していきたい。 

今年度は昨年度実施した会員のアンケートから、訪問看護及び在宅ケア認定看護師が実践し
ている状況を確認することが出来た。今年度実施のアンケート共に内容は今後提示予定である。
また、来年度の介護報酬改定に合わせて要望書を提出する予定で、アンケートを年度内に会員各
位へ実施し意見をまとめる予定である。その中で「訪問看護・在宅ケア認定看護師」がいる事業
所への加算についての意見も聴取し要望していく。 

訪問看護の分野では特に「訪問看護・在宅ケア」に対して質についての議論されていることが
増え、現場での研修の機会も増えている状況がある。 

利用者がどのような状態になっても、住み慣れた場所での生活が送れるよう、訪問看護師への
期待も大きい。且つ私たち「訪問看護・在宅ケア認定看護師」の担う役割は更に大きくなってい
る。今後も 「質の高い」と言われる仲間を増やし、国⺠が住み慣れた場所での生活が送れるよう
支援者の要として、皆さまと力を合わせ全国で活動を継続していきたいと考えている。 

 
担当役員   理事  廣川 直美 
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１. 会員数及び９ブロック図 （2026 年 2 月 28 日現在） 
１) 2025 年度会員数 

正 会 員  349 名 ・ 賛助個人会員   5 名 ・ 賛助法人会員  1 社 
 

２) 一般社団法人 日本訪問看護認定看護師協議会における 9 ブロック区分図 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
３) ブロック別会員数の推移 
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２. 組織について 
１) 一般社団法人 日本訪問看護認定看護師協議会における執行機関系統図 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
２) 理事会・事務局名簿 （ブロック順・敬称略） 
〔理事〕   
代 表 大 橋  奈 美 医療法人ハートフリーやすらぎ 常務理事兼統括管理責任者 

訪問看護ステーションハートフリーやすらぎ 

副 代 表 廣 川  直 美 ナースステーション東京 目⿊⽀店 所⻑ 

 田 川  章 江 社会医療法人孝仁会 訪問看護ステーションはまなす 

 ⼾崎 亜紀子 公益財団法人 星総合病院 法人在宅事業部 

 山 崎  佳 子 Amoeba 訪問看護ステーション 管理者 

 豊 田  好 美 一般社団法人 横浜市旭区医師会旭訪問看護リハビリステーション 

 前 野  美 紀 ケアシス訪問看護ステーション  

 田村 美樹枝 社会福祉法人恩賜財団済生会 
済生会松山訪問看護ステーション 所⻑ 

 川﨑 幸栄子 公益社団法人 熊本県看護協会 訪問看護総合⽀援センター 

〔監事〕 野崎 加世子 これからの在宅医療看護介護を考える会 代表 

〔事務局〕 公益財団法人 日本訪問看護財団 
常務理事 平原優美 / 事務局次⻑ 大竹尊典 / 部⻑ 高橋洋子 / 村田由香里 

 

－56－

217876-事業報告2025年度_本文.indd   56217876-事業報告2025年度_本文.indd   56 2026/03/23   16:01:582026/03/23   16:01:58



１. 会員数及び９ブロック図 （2026 年 2 月 28 日現在） 
１) 2025 年度会員数 

正 会 員  349 名 ・ 賛助個人会員   5 名 ・ 賛助法人会員  1 社 
 

２) 一般社団法人 日本訪問看護認定看護師協議会における 9 ブロック区分図 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
３) ブロック別会員数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110

北海道ブロック
東北ブロック
北関東ブロック
関東ブロック
南関東ブロック
東海北陸ブロック
近畿ブロック
中四国ブロック
九州ブロック

２. 組織について 
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 ⼾崎 亜紀子 公益財団法人 星総合病院 法人在宅事業部 

 山 崎  佳 子 Amoeba 訪問看護ステーション 管理者 

 豊 田  好 美 一般社団法人 横浜市旭区医師会旭訪問看護リハビリステーション 
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３. 理事会等の開催 
１) 理事会 

事業推進の為、下表のとおり開催した。協議会運営に関する例年の議事に加え、次年度以降の自立的
な運営に向けた検討を進めるため、臨時理事会を複数回開催した。 

臨時 2025 年 4 月 21 日（水） Zoom にて開催 11 名出席 
第 1 回 2025 年 5 月 10 日（土） Zoom にて開催 10 名出席 
第 2 回 2025 年 9 月 10 日（水） Zoom にて開催 13 名出席 
臨時 2025 年 10 月 21 日（火） Zoom にて開催 13 名出席 
臨時 2026 年 1 月 16 日（金） Zoom にて開催 11 名出席 
第 3 回 2026 年 3 月 7 日（土）予定 Zoom にて開催予定 13 名出席予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２) ブロック⻑会議 

2025 年度のブロック活動始動にあたり、運営上の注意点や提出ルールを共有し、今後の活動継続や運
営方法について意見交換を行った。あわせて、助成事業終了後も見据え、ブロック活動担当理事と事務
局において、無理なく継続できる体制づくりを目的に、活動のあり方や支援方法、報告の在り方等の見
直しについて議論した。 

ブロック⻑会議 2025 年 6 月 25 日（水） Zoom にて開催 8 名出席 
担当理事会議 2025 年 12 月 10 日（水） Zoom にて開催 3 名出席 
理事合同会議 2026 年 3 月 7 日（土）予定 Zoom にて開催予定 21 名出席予定 

 
 

 
 

４. 会員活動調査集計結果（一部抜粋） 
本協議会では、ブロック活動のほか、地域貢献を目的としたコンサルテーション活動など、協議会全体

として取り組む活動を行っており、近年は他団体からの協力依頼も増えている。 
理事会では、これらの活動を担う会員を検討する際の参考として、毎年度末に会員活動調査を実施して

いる。この調査結果は、事業や活動において、訪問看護認定看護師および在宅ケア認定看護師としての
経験や強みを活かして役割を発揮していただくための参考として活用している。 

さらに、この調査から会員の活動の多様性を把握できたため、その一端を示すデータを報告する。 
 
 

「「協協議議会会会会員員のの活活動動調調査査  22002255 年年度度版版」」よよりり  
調査時期：2025 年 2 月 1 ⽇〜2025 年 12 月 31 ⽇ 
調査対象：一般社団法人 ⽇本訪問看護認定看護師協議会 正会員 338 名（12 月 31 ⽇時点） 
調査方法：Google フォームによるアンケート方式 
回 答 数：60 名（回収率 17.7％） 

 
 

●回答者の情報 
1） 回答者の認定取得年（n=60） 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2） 回答者の訪問看護経験年数（n=60） 
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３. 理事会等の開催 
１) 理事会 

事業推進の為、下表のとおり開催した。協議会運営に関する例年の議事に加え、次年度以降の自立的
な運営に向けた検討を進めるため、臨時理事会を複数回開催した。 
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臨時 2026 年 1 月 16 日（金） Zoom にて開催 11 名出席 
第 3 回 2026 年 3 月 7 日（土）予定 Zoom にて開催予定 13 名出席予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２) ブロック⻑会議 

2025 年度のブロック活動始動にあたり、運営上の注意点や提出ルールを共有し、今後の活動継続や運
営方法について意見交換を行った。あわせて、助成事業終了後も見据え、ブロック活動担当理事と事務
局において、無理なく継続できる体制づくりを目的に、活動のあり方や支援方法、報告の在り方等の見
直しについて議論した。 

ブロック⻑会議 2025 年 6 月 25 日（水） Zoom にて開催 8 名出席 
担当理事会議 2025 年 12 月 10 日（水） Zoom にて開催 3 名出席 
理事合同会議 2026 年 3 月 7 日（土）予定 Zoom にて開催予定 21 名出席予定 

 
 

 
 

４. 会員活動調査集計結果（一部抜粋） 
本協議会では、ブロック活動のほか、地域貢献を目的としたコンサルテーション活動など、協議会全体

として取り組む活動を行っており、近年は他団体からの協力依頼も増えている。 
理事会では、これらの活動を担う会員を検討する際の参考として、毎年度末に会員活動調査を実施して

いる。この調査結果は、事業や活動において、訪問看護認定看護師および在宅ケア認定看護師としての
経験や強みを活かして役割を発揮していただくための参考として活用している。 

さらに、この調査から会員の活動の多様性を把握できたため、その一端を示すデータを報告する。 
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調査時期：2025 年 2 月 1 ⽇〜2025 年 12 月 31 ⽇ 
調査対象：一般社団法人 ⽇本訪問看護認定看護師協議会 正会員 338 名（12 月 31 ⽇時点） 
調査方法：Google フォームによるアンケート方式 
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3） 回答者の所属先事業形態（n=60 複数回答/延べ回答数＝89） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看護協会については、地域包括ケア及び訪問看護総合支援センターでの事業・研修・相談対応等が
あげられた。その他は、まちの保健室等の相談事業、訪問診療、保育園、法人管理職、サ高住であ
った。 

 
 
4） 回答者の業務外活動（n=60 複数回答/延べ回答数＝209） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他の活動として、論⽂の筆頭執筆や学会⻑の務めに加え、潜在看護師および地域住⺠を対象と
した研修の実施、看護学校における非常勤講師や支援学校宿泊研修への同行等の教育支援、厚生局
における指導看護師としての活動、専門看護師実習の受け入れ、BSC モデル事業（厚生労働省）へ
の参画、看護大学での講義など、多岐にわたる取り組みがあげられた。 
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現任者や一般市⺠向け研修等の講師（16.7%）
学会や自治体、看護協会等における委員会活動（12.9%）
都道府県や市区町村の連絡協議会などへの参加（10.5%）
院内研修のプログラム担当、指導（9.6%）
自治体や看護協会等の委託事業（9.1%）
特定行為（5.3%）
研究発表の共同研究者（4.8%）
認定教育課程の研修者に対する実習指導（3.3%）
学会講師やシンポジスト等（3.3%）
まちの保健室等の相談活動（3.3%）
事業所運営（経営）アドバイザー（3.3%）
研究発表の筆頭者（3.3%）
災害支援（2.4%）
特定行為研修の研修者に対する実習指導（1.9%）
認定教育機関での講師（1.9%）
論文等の共著者（1.9%）
座⻑（1.9%）
その他（4.3％）

53.9%

12.4%

5.6%
5.6%
4.5%
3.4%
3.4%2.2%

2.2% 2.2% 4.5%
訪問看護（53.9%）
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療養通所介護施設（ナーシングデイ含）（4.5%）

訪問介護（3.4%）

教育機関（3.4%）

看護協会（地域包括ケア及び訪問看護総合支援センター等）（2.2％）

定期巡回・随時対応型訪問看護介護看護（2.2%）

児童発達支援・放課後等デイサービス（2.2%）

その他（7.0％）

5） ここ 5 年以内の、相談や事業所アドバイザーの実施経験の有無と、実際に受けた相談内容 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（n=60） 
（n=20 複数回答/延べ回答数＝57） 

 
「制度」や「事業所運営・経営」に関する支援が多くを占め、次いで「スタッフ教育」や「困難事
例」への対応が続いていた。また、「訪問看護」や「看多機」の開設相談、「人員確保」など、立ち
上げや体制整備に関する相談にも対応している。これらから、個別事例への助言にとどまらず、制
度理解や組織運営、人材育成を含めた事業所全体の機能強化に関わる支援を担ってきた傾向がある
と考えられる。 

また、「ある」と答えた方で、得意とする相談内容は以下のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（n=20 複数回答/延べ回答数＝25） 
 

得意とする相談内容においても、事業所運営、制度、人材育成が上位に挙げられていたことから、
現場から寄せられる相談内容と、支援者側が強みとして認識している領域とが一定程度重なってい
る傾向が読み取れる。 
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3） 回答者の所属先事業形態（n=60 複数回答/延べ回答数＝89） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看護協会については、地域包括ケア及び訪問看護総合支援センターでの事業・研修・相談対応等が
あげられた。その他は、まちの保健室等の相談事業、訪問診療、保育園、法人管理職、サ高住であ
った。 

 
 
4） 回答者の業務外活動（n=60 複数回答/延べ回答数＝209） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他の活動として、論⽂の筆頭執筆や学会⻑の務めに加え、潜在看護師および地域住⺠を対象と
した研修の実施、看護学校における非常勤講師や支援学校宿泊研修への同行等の教育支援、厚生局
における指導看護師としての活動、専門看護師実習の受け入れ、BSC モデル事業（厚生労働省）へ
の参画、看護大学での講義など、多岐にわたる取り組みがあげられた。 
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学会講師やシンポジスト等（3.3%）
まちの保健室等の相談活動（3.3%）
事業所運営（経営）アドバイザー（3.3%）
研究発表の筆頭者（3.3%）
災害支援（2.4%）
特定行為研修の研修者に対する実習指導（1.9%）
認定教育機関での講師（1.9%）
論文等の共著者（1.9%）
座⻑（1.9%）
その他（4.3％）

53.9%

12.4%

5.6%
5.6%
4.5%
3.4%
3.4%2.2%

2.2% 2.2% 4.5%
訪問看護（53.9%）

居宅介護支援（12.4%）

看護小規模多機能型居宅介護（5.6%）

病院（5.6%）

療養通所介護施設（ナーシングデイ含）（4.5%）

訪問介護（3.4%）

教育機関（3.4%）

看護協会（地域包括ケア及び訪問看護総合支援センター等）（2.2％）

定期巡回・随時対応型訪問看護介護看護（2.2%）

児童発達支援・放課後等デイサービス（2.2%）

その他（7.0％）

5） ここ 5 年以内の、相談や事業所アドバイザーの実施経験の有無と、実際に受けた相談内容 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（n=60） 
（n=20 複数回答/延べ回答数＝57） 

 
「制度」や「事業所運営・経営」に関する支援が多くを占め、次いで「スタッフ教育」や「困難事
例」への対応が続いていた。また、「訪問看護」や「看多機」の開設相談、「人員確保」など、立ち
上げや体制整備に関する相談にも対応している。これらから、個別事例への助言にとどまらず、制
度理解や組織運営、人材育成を含めた事業所全体の機能強化に関わる支援を担ってきた傾向がある
と考えられる。 

また、「ある」と答えた方で、得意とする相談内容は以下のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（n=20 複数回答/延べ回答数＝25） 
 

得意とする相談内容においても、事業所運営、制度、人材育成が上位に挙げられていたことから、
現場から寄せられる相談内容と、支援者側が強みとして認識している領域とが一定程度重なってい
る傾向が読み取れる。 
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6） 講義や講演の依頼有無と、実際に行った内容 
 
  
 
 
 
 
 

 
（n=60） 

 
 
 
 

 
 

（n=46 複数回答/延べ回答数＝90） 

個別の疾患知識や制度説明といったテーマにとどまらず、訪問看護の現場で培われた実践知に関わ
る内容が多くを占めていた。また、「その他」に分類されるテーマとしては、「介護支援専門員向け
の在宅医療」や「現任者研修」「施設看護のスキル向上」「在宅での睡眠薬」、さらには「倫理」「身
体障がい児・者の関係者支援」など、多様な内容が挙げられた。 
また、「ある」と答えた方で、得意とする相談内容は以下のとおり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（n=46 複数回答/延べ回答数＝47） 
 

得意なテーマを整理すると、「看取り・ターミナルケア」や「訪問看護の概要・実際」に関する内
容が中心を占め、「経営・運営」や「ACP」「意思決定支援」など、支援の方向性や体制づくりに関
わるテーマが続いていた。一方で、小児、難病、認知症、家族支援、特定行為など幅広い分野にも
対応している。 
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7） 研究実施の有無と実施したテーマ 
 

 
 
 
 
 
 
 

（n=60） 
 
 
 
 
 
 

（n=29 複数回答/延べ回答数＝47） 
 

在宅療養者および家族への直接支援に焦点を当てた内容が中心であり、訪問看護認定看護師・在宅
ケア認定看護師の関心が、生活に根ざした意思決定支援や家族支援に向けられている傾向がみられ
た。 

 
 

8） ７）で「ある」と回答したうちの学会発表の有無と実施した学会 
 

学会発表の実施先としては、「⽇本在宅看護学会」「⽇本在宅ケア学会」
が比較的多く挙げられた。その他は、看護協会系学会をはじめ、⽇本臨
床倫理学会、死の臨床研究会、看護管理学会、慢性期医療学会など、多
様な学会において発表が行われていた。 

 
 
 

  （n=29） 
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6） 講義や講演の依頼有無と、実際に行った内容 
 
  
 
 
 
 
 

 
（n=60） 

 
 
 
 

 
 

（n=46 複数回答/延べ回答数＝90） 

個別の疾患知識や制度説明といったテーマにとどまらず、訪問看護の現場で培われた実践知に関わ
る内容が多くを占めていた。また、「その他」に分類されるテーマとしては、「介護支援専門員向け
の在宅医療」や「現任者研修」「施設看護のスキル向上」「在宅での睡眠薬」、さらには「倫理」「身
体障がい児・者の関係者支援」など、多様な内容が挙げられた。 
また、「ある」と答えた方で、得意とする相談内容は以下のとおり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（n=46 複数回答/延べ回答数＝47） 
 

得意なテーマを整理すると、「看取り・ターミナルケア」や「訪問看護の概要・実際」に関する内
容が中心を占め、「経営・運営」や「ACP」「意思決定支援」など、支援の方向性や体制づくりに関
わるテーマが続いていた。一方で、小児、難病、認知症、家族支援、特定行為など幅広い分野にも
対応している。 
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7） 研究実施の有無と実施したテーマ 
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（n=29 複数回答/延べ回答数＝47） 
 

在宅療養者および家族への直接支援に焦点を当てた内容が中心であり、訪問看護認定看護師・在宅
ケア認定看護師の関心が、生活に根ざした意思決定支援や家族支援に向けられている傾向がみられ
た。 

 
 

8） ７）で「ある」と回答したうちの学会発表の有無と実施した学会 
 

学会発表の実施先としては、「⽇本在宅看護学会」「⽇本在宅ケア学会」
が比較的多く挙げられた。その他は、看護協会系学会をはじめ、⽇本臨
床倫理学会、死の臨床研究会、看護管理学会、慢性期医療学会など、多
様な学会において発表が行われていた。 
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9） 特定行為研修の修了有無と取得した分野 
 
 
 
 
 
 
 

 
         （n=60）                                                       （n=15 複数回答/延べ回答数＝24） 
 

修了したと回答した方のうちのほとんどが特定認定看護師へ移行し、まだ移行していないと回答し
た方も、これから移行手続きを行う予定であった。 
 
 

10） 9）で「はい」と回答したうち、特定行為研修を実施しているか？（n=15） 
 
 
 
 
 
 

特定行為を実施していない理由としては、「実施機会がない」「対象となるケースがない」といった、
実践の機会に関するものが多く挙げられた。 
また、管理職への就任や所属施設の方針、トレーニング期間の設定等、組織体制に起因する理由も
みられた。 

 
 

11） 10）で「実施している」と回答したうち、手順書に基づく実施と直接指示による実施の比率 
（n=8） 
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9） 特定行為研修の修了有無と取得した分野 
 
 
 
 
 
 
 

 
         （n=60）                                                       （n=15 複数回答/延べ回答数＝24） 
 

修了したと回答した方のうちのほとんどが特定認定看護師へ移行し、まだ移行していないと回答し
た方も、これから移行手続きを行う予定であった。 
 
 

10） 9）で「はい」と回答したうち、特定行為研修を実施しているか？（n=15） 
 
 
 
 
 
 

特定行為を実施していない理由としては、「実施機会がない」「対象となるケースがない」といった、
実践の機会に関するものが多く挙げられた。 
また、管理職への就任や所属施設の方針、トレーニング期間の設定等、組織体制に起因する理由も
みられた。 

 
 

11） 10）で「実施している」と回答したうち、手順書に基づく実施と直接指示による実施の比率 
（n=8） 
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